






― 30 ― ― 31 ― 

and Engineering Tactics for Elimination Of Rocks）Project を立ち上げて研究を進めてきた。結石に含まれる結晶
の種類はおおよそ明らかになっているものの、複雑系である生体内でできた結晶は、様々な有機物を「不純
物」として含有しており、in vitro 環境（実験的に制御された環境）で作られた純粋な結晶とは大きく性質が
異なっている。そのために、一般的な分析で相同定を行おうとしたとき、様々な難しさを伴う。これらをク
リアしながら、どのような種類の結晶が、どういった位置関係で、あるいは組織を持って形成しているのか
を見極めていくために、蛍光 X 線による元素マッピングは極めて強力なツールである。
　今回、XGT9000 のユーザーとして執筆の機会をいただいた。そこで、CaOx を主成分とする尿路結石中に
存在する組織のうち「特に緻密で固い組織」が、どのような条件下でできるのか、ということを調べた研究
をご紹介する。

2．研究の方法
2. 1. 尿路結石サンプルの特徴
　研究で用いるサンプルは、尿路結石症の患者体内から自然排石されたもの、あるいは外科的な手術を経て
破砕され、それが排石されたものなどを含む。共同研究を進めている名古屋市立大学医学部において適切な
倫理申請が行われ、研究に用いても問題が無いものを分析することになる（臨床研究番号　60-19-0185）。
　結石の成分は、多いものからシュウ酸カルシウム（CaOx）、リン酸カルシウム（CaP）、尿酸、シスチン、
その他タンパク質などと続く。含有主成分や形成時の環境により、脆く崩れやすいものから、緻密で固いも
のまで様々である 1)。特に 80% 以上の尿路結石に CaOx が含有されていることから 2)、私たちはまず CaOx

を主成分とする結石に着眼した。CaOx 結石には疑似多形が存在し、安定形のシュウ酸カルシウム一水和物
（COM）、準安定形のシュウ酸カルシウム二水和物（COD）が結石中によく含まれている 3)。安定形とは、与
えられた温度・圧力環境下で最も安定な結晶形である。準安定形はその環境下において、安定形よりも溶解
度が高い。Figure 1 は、CaOx を主成分とする結石中に見られる主な 3 つの組織である。3 枚の写真は偏光顕
微鏡のクロスニコルで撮影されたため、結晶の屈折率に応じて青や赤の鮮やかな色が見えるが、これは結晶
本来の色ではない。Figure 1(a) は、自形（結晶が自然に作り出す面が現れている状態）の準安定形、COD 結晶
である。これが凝集して集まった COD 結石は、隙間が多く破砕しやすい結石であることが多い。Figure 1(b)

はモザイク COM と呼ばれる組織で、その名のとおり、様々な形状の COM 結晶がモザイク状に密集してでき
ている。(a) のような COD が、結石中で相転移してモザイク COM ができることが分かっており、比較的緻
密で固いことが知られている 4-6)。Figure 1(c) は、層状 COM と呼ばれる組織で、CaOx 結晶でできた組織の中
では最も緻密で固く、破砕が困難である。層状という名称がついているが、実は多数の結晶が中心部から放
射状に伸長することでできる、いわゆる球晶である。相転移を経て二次的に形成するモザイク COM とは異
なり、溶液から直接 COM の針状結晶が成長することでできる初生的な構造だと考えられている 4, 5)。成長過

Figure 1. Three types of calcium oxalate crystals typically found in kidney stones. (a) Euhedral COD crystals, 
(b) Mosaic COM crystals, and (c) Concentrically laminated COM crystals.
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程で尿中のタンパク質濃度が変動する際、球晶を構成する 1 つ 1 つの結晶へのタンパク質取り込み量が変動
し、ストリエーション（縞模様）ができる。この縞模様が目立つために「層状 COM」という名前がついて
いる。これら 3 つの組織の中で、特に層状 COM が緻密で固く、手術を困難なものにする。そのため、層状
COM ができる条件を明らかにすることは、適切な手術方法の選択や、その後の予防のためにも重要である。
　本稿では、COD を主成分とする尿路結石の分析結果を報告する。この結石を排石した患者の尿環境は
CaOx 過飽和度がかなり高く、準安定形の COD 結晶が優先的に成長できる環境だったと推測されていた。そ
のような中で、一部の領域では層状 COM 構造が観察されたのである。これら異なる相が一つの結石の内部
に成長した理由を解明するため、結石内の層状 COM 構造を詳細に観察・分析し、初生的な層状 COM 構造
の形成要因を調査した。

2. 2. サンプルの加工方法
　結石が持つ情報をできる限り体内にあった状態で維持し、含有されているタンパク質などの性質を損なわ
ないサンプル成形法として、樹脂包埋法を利用した薄片作製技術を導入している。詳細は文献に委ねるが、
この手法を用いると、生体の軟組織と硬組織の状態を維持したサンプルの観察が可能になる 7)。ただし、樹
脂包埋法を適用する際には、生体由来組織から水を徐々にアセトンに置換するプロセスや、研磨の過程で摩
擦熱が発生しないように工夫する点など、様々な点に配慮しないと観察に適したサンプルにはならない。こ
の点は、共同研究先でもある田尻薄片製作所と共同で最適なプロセスを模索し、おおよそ確立している 8)。
　結石は、加工する前にマイクロＸ線トポグラフィ（μX 線 CT）によっておおよその組成や結石内部の組織
を観察する。結石の主成分であるシュウ酸カルシウム一水和物（COM）、二水和物（COD）、リン酸カルシ
ウム（CaP）などは、それぞれ X 線の吸収が異なることから、CT 値の違いでおおよその相が同定できる 9)。
事前にできるだけ詳しく内部を把握し、より詳細な分析を行いたい箇所を指定してから結石の薄片作製を行う。

2. 3. 偏光顕微鏡による組織観察
　まずは、偏光顕微鏡（OPTIPHOT2-POL、Nikon）を用いて薄片の観察を行い、結石全体の組織や結晶相の
把握を行う。偏光顕微鏡は、2 枚の偏光板を用いてサンプルを観察する顕微鏡である。偏光板を平行に設置
したオープンニコル像では、通常の透過顕微鏡像に近い像を得られ、サンプルが有する色情報などが確認で
きる（Figure 2(a)）。偏光板を直交させて観察するクロスニコル像では、それぞれの結晶相に特有な屈折率の
違いなどにより色や明るさが異なって見える。ステージの回転に応じた消光角度も参考にしながら異なる結
晶相がどのように存在しているのかがおおよそ分かる。さらに、結晶が成長する際に入った歪みや結晶の不
均一性も見える（Figure2 (b)）8)。

2. 4. 蛍光Ｘ線(XRF)分析による元素マッピング
　結石薄片に対して XRF 分析（XGT9000, HORIBA）を行い、元素マッピングを実施した。結石のどこにど
のような結晶が存在しているのかをおおよそ把握するのが目的である。それぞれの結晶相には、多種多様な
有機物（ペプチドやタンパク質）が含有されているために、それらの存在もマッピングに影響を及ぼすこと
がある。本研究では、Ca, P, C, Zn, Mg, Si, Fe, Al, Ti の計 9 種類についてマッピングを行った。すべての測定
において X 線の管電圧を 30 kV、管電流を 1000 µA とした。また、Fundamental parameter method（FP 法）によ
り 10, 11) 、ポイントごとの定量的な元素濃度分析も行っている（本稿ではそのデータを示していない。文献 12)

を参照していただきたい。）。偏光顕微鏡による結晶が作る組織の観察結果と、元素マッピングデータを組み
合わせることで、鉱物分布が予想できる。これらのデータに基づき、顕微ラマンによる分光分析を実施して
正確に結晶の種類を同定するべき箇所を決定する。
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2. 5. ラマン分光分析による結晶相同定
　ラマン分光法では、結晶内部のさまざまな結合に由来するラマン散乱が見られるため、結晶構造の同定が
可能である。レーザーラマン顕微鏡（RAMANtouch、Nanophoton）により成分を同定した。測定条件は、レー
ザー波長 785 nm、レーザーパワー 1.50 ± 0.25 mW、グレーティング 600 gr/mm、測定波数範囲 600-1600 cm-1

とした。結晶相 COD、COM、リン酸カルシウム（CaP）の安定相である Apatite は、それぞれの結晶相がも
つ化学結合に由来する特定のピークを参照して同定した 13)。Nanophoton のレーザーラマン顕微鏡でピークが
得られなった箇所について（Figure 2 (a) 内の Area B 参照）、堀場製作所のレーザーラマン顕微鏡（HORIBA, 

LabRAM-HR Evolution）で測定を行った。測定条件は、レーザー波長 325 nm、ND フィルター 50 %（レーザー
パワーに関連する条件）、グレーティング 2400 gr/mm、測定波数範囲 400-1699 cm-1 とした。なお、本稿に示
したラマンスペクトルデータは、各結晶相のピークが見やすくなるよう、バックグラウンド処理を行っている。
　生体由来の結晶の場合、様々な不純物や有機物が結晶の内部にも取り込まれてしまうため、実験的に合成
された同じ種類の結晶のスペクトルとはかなり異なる。また、結晶内部もしくは結晶粒界に取り込まれた有
機物由来の自家蛍光が高いバックグラウンドとなって現れる。単結晶でなく微結晶の集合体の場合には、結
晶由来のラマン散乱が弱い一方で、結晶粒界に多く含まれる有機物由来の自家蛍光が強すぎて、結晶相同
定ができないケースもある。COM 結晶でも、例えば比較的大きな結晶粒が見える場合（Figure 1 (b)）には
COM としてのピークが明確に見られるが、Figure 1(c) のような細い針状結晶が集まってできた COM 組織で
は自家蛍光が強く同定が難しいことがある。そのような意味で、XPS による元素マッピングとラマン分光法
を組み合わせて使うことは極めて有効である。

2. 6. 多重蛍光免疫染色（multi-IF staining）
　タンパク質の分布を可視化するために、結石の多重蛍光免疫染色を行い、Auto-Fluorescence Microscopy

（Nikon A1R）で観察した。染色対象は、カルシウム結合タンパク質として知られる osteopontin（OPN）、
renal prothrombin fragment 1（RPTF）、calgranulin A（Cal-A）の 3 つとした。これらのタンパク質は結石形成
のプロセスを抑制または進行させる働きを持つことがわかっている 14)。免疫染色手順等の詳細は文献 15) に
示す。タンパク質の局在状態を可視化することで、タンパク質が結晶化に及ぼす影響が考察できる他、結晶が
初生的にできたものなのか、それとも二次的な反応でできたものなのかなどを考察する手がかりが得られる。

Figure 2. (a) Open-Nicol image of the COD stone thin section. (b) Cross-Nicol image of the COD stone thin section.
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3．実験結果および考察
3. 1. 偏光顕微鏡観察
　Figure 2 は、CaOx を主成分とする尿路結石から得た薄片の光学顕微鏡像（透過観察）である。(a) はオー
プンニコル像で、サンプルが有する色などの情報が分かる。(b) はクロスニコル像で、結晶の種類の違いや、
結晶が作る組織の違いが見やすい。結石は大きく 3 つのパートに分かれている。今回は右上の菱形に見え
るエリア、左下のつぶれた菱形に見えるエリアに着眼した。(b) のクロスニコル像を併せて見ると、結晶が
作る組織は分かりやすい。(a) に Area A および Area B と記載した領域には、層状 COM の構造が確認でき
る。先述のとおり、CaOx 結石の中で最も固く、手術による破砕が困難な組織である。さらに、これらの層
状 COM の根元には、微結晶が集合する領域が存在する。微結晶が集合しているために、透過観察では光を
散乱してしまって暗く見えるが、反射像を見るとこの領域は微結晶が集まって白く見える。この後の実験結
果は、XRF による元素マッピング、ラマン分光分析および蛍光免疫染色の結果をそれぞれのエリアごとに分
けて説明する。

3. 2. Area Aの分析および考察
3. 2. 1. XRFによる元素マッピング
　Area A を含む左下の部分の Ca, P, C, Zn, Mg, Si, Fe, Al, Ti についてマッピングを行った（Figure 3）。その結
果、Mg, Fe, Al, Ti については結石中の含有がほとんどなかったために注視する対象からはずした。なお、Fe

は薄片作製に用いられる樹脂に含有されるために結石が無い樹脂の領域にて比較的強く検出されている。C

（Figure 3(c)）は、CaOx の結晶構造にも含まれる元素であり、かつ結晶内部や結晶粒界に含まれるペプチド
やタンパク質の主要成分である。 これらに応じた分布が少しでも見えればと期待したが、意味を成しそう
な分布状態を得ることができなかった。CaOx はカルシウムイオンとシュウ酸イオンからなる結晶であり、
軽元素である C はこのシュウ酸イオンの中に含まれる。そのため、そもそも C から放出される特性 X 線の
エネルギーが低い上に、結晶構造内に存在している Ca によって二次的に吸収されてさらに強度が低下する。
これに加え、Ca の特性 X 線の強度が強いために、微弱な C の特性 X 線ピークが見えなくなっているのだろう。
CaOx 結晶内部、あるいは結晶の粒界にかなりの量で含まれているペプチドやタンパク質由来の C について
も、やはり周囲に主成分として存在する Ca などのマトリックス効果で見えにくいと考えている。この点に
ついては、今後分析の工夫を入れることで、もう少し改善できるかもしれないと期待している。いずれにし

Figure 3. Elemental mapping of the lower region by XRF analysis. Scale bar: 0.5 mm. (a) Distribution of Ca element. 
(b) Distribution of P element. (c) Distribution of C element. (d) Distribution of Zn element. (e) Distribution 
of Mg element. (f) Distribution of Si element. (g) Distribution of Fe element. (h) Distribution of Al element.  
(i) Distribution of Ti element.
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ても、網羅的な元素マッピングの結果、私たちは特に Ca ,P, Zn, Si について目を向けることとした（Figure 4）。
　Area A 全域に、Ca の強い分布が認められる（Figure 4(a)）。この領域は、層状 COM と一致しているが、こ
の根元に P が強く見えるところに着眼してほしい（Figure 4(b)）。Ca は、CaOx の主成分であるが、一方で
CaP の主成分でもある。私たちは、Ca と P がペアで見える領域は CaP 系の結晶が存在すると考えている。
このデータが得られた時点で、顕微ラマンによる詳細分析の対象とする。 さらに興味深いことに、P の蛍光
X 線が強く認められるところに Zn の存在も認められた（Figure 4(c)）。CaP 系結晶と Zn の存在については、
考察にて触れるが、研究の新しい方向性につながる情報であった。Si についても、やや分布が見られたもの
の、それほど強い分布や特徴的な蛍光は確認できなかった。Si 元素は Ca や Mg のような軽金属元素のホメ
オスタシスを調節すると報告されているが 16)、結石形成に関わっているという証拠はいまだ存在しない。今
回の分析でこのような軽金属元素の機能は明らかにされなかったため、特に議論しない。

3. 2. 2. ラマン分光分析による結晶相同定
　XRF マッピングによる分析結果を頼りに、ラマン分光分析で結晶相を確認するスポットを決めた。層状
COM であると思われる場所、ランダムに選んだ数カ所（Figure 5(a) 中、①～③）を測定した。どの場所に
おいても、COM の典型的なピークが見られた。XRF マッピングで Ca と P の濃集が見られた場所では、CaP

の安定相である Apatite の典型的なピークが見られた（Figure 5(b)）。

3. 2. 3. 多重蛍光免疫染色（multi-IF staining）
　Figure 5(c) は、3 種類のタンパク質（OPN, RPTF, Cal-A）を多重蛍光免疫染色した結果を、(d) は OPN のみ
の蛍光免疫染色の結果を示す。 この領域には、RPTF、Cal-A の分布はあまりなく、OPN の局在が顕著だっ
た。今回は、可視化された OPN の分布状態を COM 結晶成長の履歴を読み解く手がかりとして用いた。まず、
鮮明な層状構造が見えていることから、この領域の層状 COM は尿から直接核形成、成長した初生的な組織
であるといえる。詳しくは文献 5) で議論している。さらに、OPN の分布は結晶成長時の結晶形状の履歴を示す。
形成初期には、直線的で面成長したような構造が観察される（Figure 5(d)、白矢印）。この領域のクロスニ
コル像を見てみると、数十 µm オーダーのグレインで同様の偏光特性を呈することが分かった（Figure 5(a)、 

Figure 4. Element mapping of Area A by XRF analysis. Scale bar: 0.1 mm. (a) Distribution of Ca element. 
(b) Distribution of P element. (c) Distribution of Zn element. (d) Distribution of Si element.
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破線四角および実線四角の領域）。層状 COM が外側に向かって発達するにつれて、面を持った構造はシャー
プさを徐々に失い、丸みを帯びていったと考えられる。

3. 2. 4. Area Aについての考察
　XPS 観察および顕微ラマンによる分光によって、層状 COM の根元に CaP の安定形である Apatite 微結晶
の集合体が存在することが分かった。これは、結石形成初期に腎臓内の腎乳頭と呼ばれる場所に発生する
Randall’s plaque17-20) と考えられる。ここで、P と共存する Zn について述べておく。これまでにいくつかの研
究において、Randall’s plaque に Zn 元素が共存することが報告されている 21-24)。Zn がプラーク形成に及ぼす
影響はまだ明らかではないが、例えば、Thomas らは、ヒトとショウジョウバエの結石の両方に Zn 元素が含
有されていること、ショウジョウバエの Zn 元素トランスポーター遺伝子をノックアウトすると結石形成が
抑制されたことから、Zn が結石形成の特に Randall’s plaque の形成において重要な役割を持っていると報告
した 25)。また、ヒトにおける Zn 元素と結石症の関連を調べてみると、亜鉛の多量摂取が尿路結石症のリス
クを増加させると報告されている 26, 27)。以上の報告例から Zn は結石形成に何らかの影響を与えている可能
性が十分に考えられる。
　次に、Randall’s plaque と CaOx との関係について述べる。Randall’s plaque の表面に CaOx が成長すること
はこれまでに報告されていたが、今回の観察で Randall’s plaque の表面には比較的グレインサイズが大きい
COM 単結晶が核形成し、面を持って成長していたことが分かった。やがて、成長した複数のグレイン表面
にタンパク質が高い濃度で付着する状況となった（Figure 5(d)、白矢印）。高濃度でタンパク質が分布すると、
COM の成長が強く抑制され、結晶の成長が途切れることがある。私たちは以前、高濃度に濃集したタンパ
ク質によって一旦 COM の結晶成長が止まり、その後そのタンパク質を足場に多数の COM 結晶が新たに核
形成し、針状結晶として再び成長を開始した組織を見出している 15)。今回見られた層状 COM の形成過程は、
この現象と類似していたと考えられる。Randall’s plaque から一定以上の距離を成長すると、その外側には
COD 結晶（CaOx の準安定形）が成長する環境に切り替わっていったようである。Figure 6(a)-(f) に、一連の
形成メカニズムの模式図を示している。

Figure 5. (a) Cross-Nicol image of Area A. (b) Raman spectra at Points 1-5. (c) Multi-IF scanning image of Area A. 
(d) Distribution of OPN in Area A. Scale bar: 50 μm.
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3. 3. Area Bの分析および考察
3. 3. 1. 蛍光X線による元素マッピング 
　Area B を含む右上の部分についても Ca, P, C, Zn, Mg, Si, Fe, Al, Ti についてマッピングを行った。Area A と
よく似た傾向を示しており、C, Mg, Fe, Al, Ti には特に重要な情報が無いと判断したため、Ca, P, Zn, Si に着
眼した（Figure 7）。Area A と同様に、Ca の濃集とともに P が濃集していることが分かる。特に P について
詳しく見てみると、P の濃度が高い領域（Figure 7(b)、破線部分）がある。この場所の周辺には、Zn が濃集
する領域（Figure 7(c)、破線部分）が隣接していた。

3. 3. 2. ラマン分光分析による結晶相同定
　Area B における偏光顕微鏡のクロスニコル像から、層状構造とその根元に光をやや透過しづらい暗い領域
が観察された（Figure 8(a)）。ラマンスペクトルから、point ①、②では COM 結晶の存在が確認された。根元
の暗い領域については 785 nm のレーザーラマン顕微鏡観察（RAMANtouch、Nanophoton）ではピークが得
られなかった。サンプルの自家蛍光が極めて高く、主要なピークが埋もれてしまったのである。尿路結石に
は多種類のタンパク質やペプチドが含まれており、さらに微結晶の集合体のような場所では特にそれらの濃
度が高いことが知られている。多くのタンパク質が自家蛍光を発するため、この自家蛍光に微弱な結晶由来
のピークが埋もれてしまったと考えられる 28) 。ラマンピークが得られなかった箇所をレーザー波長 325 nm

のレーザーラマン顕微鏡（LabRAM-HR Evolution, HORIBA）で測定したところ、Apatite 結晶のピークが得
られた（Figure 8(b)）。しかし、測定後 point ③周辺はレーザーによるダメージで炭化したため、ピークが得
られたのは 1 測定のみである。

3. 3. 3. 多重蛍光免疫染色（multi-IF staining）
　Figure 8(c) は、3 種類のタンパク質（OPN, RPTF, Cal-A）を多重蛍光免疫染色した結果を、(d) は OPN のみ
の蛍光免疫染色の結果を示す。 この領域もまた、PRTF, Cal-A の分布はあまりなく、OPN の局在が顕著だっ
た。Figure 8(a) の領域は、偏光顕微鏡では暗く見えていたが、蛍光免疫染色を行うと OPN を含有する短冊状
のパターンが観察された（Figure 8(d)）。Figure 9(a) に拡大写真を掲載した。また、この領域は XRF 分析にお
いて Ca、P 元素の濃集が見られた箇所と一致していた。ラマン分光法による成分の同定は 1 測定でのみしか
成功していないが、P 元素の濃集と短冊状の形状を持つ構造が集まっていることから、白い点線で囲んだ根
元の領域は CaP 結晶の集合体であると考えている。

Figure 6. The formation process of the kidney stone in Area A.
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3. 3. 4. Area Bについての考察
　Area B で観察された、層状 COM の根元の領域に存在する CaP 結晶の凝集体にも、Area A と同様に Zn 元素
の共存が見られた。しかし、蛍光免疫染色で明らかになった結晶外形を考えると、Area B に存在する CaP 結
晶の形状や結晶サイズは、むしろ尿中に見出される CaP 結晶の形状やサイズに近い。Figure 9(a) には Area B

の根元の OPN の蛍光免疫染色の拡大像を、(b) には冷却した尿中に見出される典型的な CaP 結晶の写真を示
す。極めて類似していることが分かる。このことは、尿中に浮遊する CaP 結晶でも何らかのきっかけで凝集
体になると、この表面に層状 COM の形成が促される決定的な証拠の一つだと考えられる（Figure 10 (a)-(c)）。
層状 COM 構造の成長履歴は Area B も Area A と同様で成長初期では直線的に面成長したような形跡が認めら

Figure 7. Element mapping of Area B by XRF analysis. Scale bar: 0.1 mm. (a) Distribution of Ca element. 
(b) Distribution of P element. (c) Distribution of Zn element. (d) Distribution of Si element.

Figure 8. (a) Cross-Nicol image of Area B. (b) Raman spectra at Points 1 and 2. (c) Multi- IF scanning image of Area B. 
(d) Distribution of OPN in Area B. Scale bar: 50 μm.
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れるが、成長後期の層構造は一般的に観察されるスムースな同心円状になっている。したがって、その形成過
程も Area A と共通し、初期の複数個の COM グレインがそれぞれ単結晶成長し、その後タンパク質などの影響
で COM のグレイン成長が途切れ、後期は針状結晶成長に切り替わったものと考えている（Figure 10 (c)-(f)）。

3. 4. Area AとArea Bの比較より：CaP結晶はCOM結晶の成長を促進する
　Area A と Area B では、結晶の形状および起源が異なっているものの、どちらも層状 COM の根元に CaP

結晶の存在が確認された。CaP 結晶が CaOx 結晶の中でも特に安定形の COM 結晶の成長を誘起する場にな
ると考え、他の結石の観察も行ってみたところ、確かに CaP 結晶の周辺には緻密で硬い層状 COM 結晶がよ
く観察された。なぜ COM が優先的に結晶化するのかという点については現在まだ明らかではなく、研究が
進行中である。CaP 結晶表面に COM 結晶がヘテロエピタキシャル的に成長すると考える論文もあるが 29)、
CaP の結晶構造と COM の結晶構造の類似性はそれほど顕著ではなく、そもそも CaP 結晶はナノメートルオー
ダーの微結晶の集合体であるケース（Figure 2 (a) 内の Area  A）も多いことから、どの面がエピタキシャル成
長の場になるのかなど、より深い実験的な検証が必要である。また、CaP 結晶の周辺に特異的に存在する何
らかの有機物が、COM の核形成を誘起している可能性も考えられる。私たちは、今回 XRF によるマッピン
グで見えてきた Zn とそのような特定の有機物に関連性があるのではないかと考えて現在研究を進めている。
　いずれにしても、CaP 結晶は特に COM 結晶の核形成・成長を促すことが強く示唆された。さらに、この

Figure 10. The formation process of the kidney stone in Area B.

Figure 9. (a) Enlarged image of Fig. 8(d). (b) CaP crystals in human urine.
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足場の役割を果たす CaP 結晶の凝集体は従来報告されてきた Randall’s plaque といった特異な組織だけでは
なく、どのような形態であっても CaP 結晶凝集体でありさえすれば硬く破砕困難な層状 COM の形成が促さ
れることが示された。つまり、尿中に CaP 結晶が存在しさえすれば、層状 COM 構造ができる可能性が高く
なり、結石症の悪化につながるということである。これまで、Randall’s plaque 周辺の組織を分析した研究は
いくつか存在するが 30, 31)、Randall’s plaque 以外の CaP 結晶凝集体に着目し、安定相の COM 結晶のみが成長
することを報告した例はほとんど存在しない。本研究の結果から、特に CaP 結晶を多く生成する患者は難治
療性の結石を患う可能性が高いといえるのではないだろうか。

4．まとめ
　本稿では、バイオミネラルの 1 つである尿路結石を対象に、さまざまな技術を用いて総合的に分析し、生
体内で起こる反応を考察した一例を紹介した。なお、示したデータは文献 12) に掲載されたものであり、許
可を得て再掲している。既述の通り、生体内で形成されるバイオミネラルは、無機的に合成された材料とは
本質的に異なる。たとえば、多様な有機物を取り込んでいることや、成長環境が絶えず変化することが挙げ
られる。このような特性のため、結晶構造の正確な同定は容易ではない。また、生物が特定の戦略として、
材料をアモルファス（非晶質）の状態で保持する場合もあり、これがさらなる分析の難しさを伴う。こうし
た課題の中で、XRF を用いた元素マッピングは非常に有用なツールである。詳細観察すべき箇所を特定する
指標が得られることで、分析の効率と精度が飛躍的に向上する。本研究においては、九州大学中央分析セン
ターの設備を活用し、以上のような成果を得ることができた。今後は尿路結石にとどまらず、骨、歯、石灰

化した血管組織など、多様なサンプルへの応用を進めていきたいと考えている。
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令和6年機器利用研究題目（2024.1.1～2024.12.31）

１．電界放射走査型電子顕微鏡（JSM-6701F） （筑紫地区）
·シリカポーラス体を用いた環境浄化材料の開発 物質科学部門 大門　蓮虎 稲田　　幹
·透明シリカ多孔質焼結体を用いた環境浄化材料の開発 物質科学部門 中村凛太郎 稲田　　幹
·マイクロ波エマルション法による酸化物結晶制御 物質科学部門 田中　亮二 稲田　　幹

２．電界放射走査型電子顕微鏡（JSM-IT800SHL） （筑紫地区）
·酸化物粒子表面の解析 物質科学部門　　小林、富岡、任　　末松　昂一
·センサ素子の観察 物質科学部門　　Mashiba Felipe Hiroshi　　末松　昂一
·マイエナイトのイオン包接制御 物質科学部門 瀧石　寛太 稲田　　幹
·シリカポーラス体を用いた環境浄化材料の開発 物質科学部門 大門　蓮虎 稲田　　幹
·マイクロ波エマルション法による酸化物結晶制御 物質科学部門 田中　亮二 稲田　　幹
·準安定なペロブスカイト系酸水酸化物結晶の解明 物質科学部門 岩切　幹太 稲田　　幹
·有機-無機ペロブスカイトの組織観察 物質科学部門 WANG QING 飯久保　智
·窒化物膜の構造と物性 デバイス理工学 原尻、大寳 堤井　君元
·液体Li環境下におけるバナジウム合金の腐食挙動に関する研究
 エネルギー科学部門  片山　一成
·高温ガス炉を用いた核融合炉用初期装荷燃料の生産に向けたトリチウム閉じ込め技術の開発
 エネルギー科学部門 五十川浩希 片山　一成
·薄膜トランジスターの作製 オープンイノベーションセンター  服部　励治
·Nd3＋イオンドープシリカガラスの観察 オープンイノベーションセンター 飛岡　優真 藤野　　茂
·薄膜トランジスターの作製 オープンイノベーションセンター  服部　励治

３．Ｘ線回折装置（SmartLabSE） （筑紫地区）
·酸化物粉末および薄膜の結晶構造解析 物質科学部門　　野澤、古賀、重信、濱島　　北條　　元
·酸化物粉末および薄膜の結晶構造解析 物質科学部門　　Zitao、JIAPEI、鈴木、井上　　北條　　元
·Polymer/carbon materials Nanofiber composites

 デバイス理工学メジャー　　Mostafa Mahmoud Ahmed Abdulrahman

·原子炉燃料被覆管の性能高度化 エネルギー科学部門 寺井　　響 橋爪　健一
·希土類酸化物中の水素溶解挙動 エネルギー科学部門 那須　蔵叶 橋爪　健一
·Zrの分散強化 エネルギー科学部門 満田　彩欄 橋爪　健一
·シリカガラスの結晶化の有無 オープンイノベーションセンター 長澤、吉村 藤野　　茂
·Temperature-dependent XRD measurement of thin film sample

 IMCE　　Sahar Alasvand Yazdani　　横山　士吉

４．波長分散型蛍光 X 線分析装置（ZSX Primus Ⅳ /RX9） （筑紫地区）
·準安定なペロブスカイト系酸水酸化物結晶の解明 物質科学部門 岩切　幹太 稲田　　幹
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·マイエナイトのイオン包接制御 物質科学部門 瀧石　寛太 稲田　　幹
·食用金箔の成分分析 物質科学部門 田代　隼斗 飯久保　智
·粘土鉱物の構造解析 IFC部門 山口　祥平 石田　洋平
·原子炉燃料被覆管の性能高度化 エネルギー科学部門  橋爪　健一
·メソポーラスカーボンの構造・組成分析 先導物質化学研究所 荒木　玲音 中林　康治
·マングローブ、廃トナー由来炭素化物の構造・組成分析
 先導物質化学研究所 寺嶋由喜子 中林　康治
·マングローブ由来炭素化物の構造・組成分析 先導物質化学研究所 CHOI JUEUN 中林　康治
·炭素化合物の構造・組成分析 先導物質化学研究所 CHOI JUEUN 中林　康治
·マリンバイオマス由来炭素化物の構造・組成分析 先導物質化学研究所 CHOI JUEUN 尹　　聖昊
·Li-S電池の硫黄正極に向けた活性炭の構造・組成分析 先導物質化学研究所 LI MINGHAO 宮脇　　仁
·マリンバイオマス由来炭素化物の構造・組成分析 先導物質化学研究所 ZHAI XIAZHE 宮脇　　仁
·岩石鉱物の成分分析 工学研究院  江崎　丈裕
·固気流動層の流動性評価のための中性子イメージング技術の開発
 エネルギー科学部門  渡辺　幸信

５．卓上型触針式プロファイリングシステム（DEKTAK XT-E） （筑紫地区）
·酸化物薄膜に基づいたモデル表面とその触媒活性 物質科学部門  北條　　元
·ステンレス鋼中の水素透過とその抑制方法の研究 エネルギー科学部門 河股　大翔 橋爪　健一
·Research on novel MQW laser with pixelated resonance cavity
 エネルギー科学部門　　ZHOU SHICHAO　　浜本　貴一
·無機p型ドーパミンと添加剤効果を用いた高分子半導体の高効率化に関する研究
 先導物質化学研究所 津村潤之介 藤田　克彦
·光電気化学的なCo2還元のための光カソード電極の開発 工学研究院 藤本　佳輝 Song Jun Tae
·準安定なペロブスカイト系酸水酸化物結晶の解明 物質科学部門 岩切　幹太 稲田　　幹
·原子炉燃料被覆管の性能高度化 エネルギー科学部門  橋爪　健一

６．高感度示差走査熱量計（DSC6220） （筑紫地区）
·HPTにより圧密化したナノ結晶析出Fe系金属ガラス粉末圧密体の電気的・磁気的特性
 工学研究院 松本　隆佑 尾崎由紀子
·GPa領域で圧縮したナノ結晶析出Fe系金属ガラス粉末の相転移温度の測定
 工学研究院 松本　隆佑 尾崎由紀子

７．超高感度示差走査熱量計（DSC6100） （筑紫地区）
·タンパク質の異性化と温度の関係について 薬学研究院 石井　千晴 浜瀬　健司

８．Ｘ線光電子分光分析装置（AXIS165） （筑紫地区）
·分子集合体を用いた無機低次元ナノヘテロ界面の合成と物性
 物質科学部門　　Maneeyom、李 　　大瀧　倫卓



― 42 ― ― 43 ― 

·ゲルマニウム上のゲート絶縁膜の低温形成 IFC部門 鍬釣　　一 山本　圭介
·ゲルマニウム上のゲートスタックの低温形成 IFC部門 鍬釣　　一 王　　　冬
·液体Li環境下におけるバナジウム合金の腐食挙動に関する研究
 エネルギー科学部門 片山　翔太 片山　一成
·銅板のXPS 中央分析センター  三浦　好典
·二次元半導体のためのゲート誘電体として転写可能なhigh-k/hBN

 オープンイノベーションセンター Jung Eui Young 吾郷　浩樹
·二層グラフェンにおける化学修飾の角度依存性
 オープンイノベーションセンター 松田　真希 吾郷　浩樹
·高性能二次元薄膜デバイス実現に向けたファンデルワールスヘテロ構造の直接合成
 オープンイノベーションセンター 山本　快知 吾郷　浩樹
·Pa-t-buを用いたITo界面処理による電子注入改選 先導物質化学研究所 曹　　浩永 藤田　克彦
·電極/有機半導体界面修飾による電子注入特性の改善 先導物質化学研究所 劉　　一鳴 藤田　克彦
·129Xe-NMR法による細孔形状解析法の確立 先導物質化学研究所 李　　明昊 宮脇　　仁
·電気触媒用高エントロピー酸化物の作製 先導物質化学研究所  Yip SenPo 

·発電と水素製造が可能な次世代固体酸化物形セルの設計指針構築 工学研究院  安武　昌浩
·鉄ポルフィリンを組み込んだ高分子ゲルによるCo2の光還元 工学研究院 古澤　聖太 三浦　佳子
·Ni表面のXPS 工学研究院  谷ノ内勇樹
·格子欠陥及び半導体特性に立脚した黄銅鉱の浸出モデルの構築 工学研究院 小森田勝也 谷ノ内勇樹
·高透磁率材料創生に向けたプラズマ誘起気泡の反応性界面の研究 工学研究院 竹田　匠吾 山西　陽子
·生体関連材料のXPS解析 工学研究院  稲田　　幹
·高濃度Sc置換BaSnO3のプロトン伝導特性評価 エネルギー研究教育機構 辻川　皓太 山崎　仁丈
·MOSゲートスタック構造の表界面状態制御 システム情報科学研究院  近藤　博基

９．赤外分光分析装置（FTIR4200 & IRT5000） （筑紫地区）
·酸化物ナノ粒子の分析 物質科学部門  末松　昂一
·酸化物表面と有機物の相互作用解析 物質科学部門  北條　　元
·Pa-t-buを用いたITO界面処理による電子注入改選 先導物質化学研究所 曹　　浩永 藤田　克彦
·Chemistry and material Science 環境理工学部門　　Mohamed Effnd Abdlu　　Andrew Spring

·Adsorption and Surface Phenomena 環境理工学部門 Mutebi、Li 宮崎　隆彦
·近赤外励起に伴う温度上昇の計測によるポリマー種別判定法の開発
 物質科学部門 荒巻　拓海 石岡　寿雄
·マイエナイトのイオン包接制御 物質科学部門 瀧石　寛太 稲田　　幹
·シリカポーラス体を用いた環境浄化材料の開発 物質科学部門 大門　蓮虎 稲田　　幹
·準安定なペロブスカイト系酸水酸化物結晶の解明 物質科学部門 岩切　幹太 稲田　　幹
·ペリレン正極へのアニオン挿入脱離挙動の電解液組成依存性
 先導物質化学研究所　　橋本　啓佑　　アルブレヒト建
·融解挙動を示す新規プルシアンブルー類縁体の合成 理学研究院 岩井　優大 大谷　　亮
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１０．走査型プローブ顕微鏡（5500SPM） （筑紫地区）
·準安定なペロブスカイト系酸水酸化物結晶の解明 物質科学部門 岩切　幹太 稲田　　幹
·Nanofiber fabrication by electrospinning IFC部門　　Mostafa　　Abdelrahman Ahmed

·AFM of polymer samples IFC部門　　Mohamed Abdu　　Andrew Spring

１１．ゼータ電位・粒径測定システム（ELSZneo） （筑紫地区）
·マイクロ波エマルション法による酸化物結晶制御 物質科学部門 田中　亮二 稲田　　幹
·準安定なペロブスカイト系酸水酸化物結晶の解明 物質科学部門 岩切　幹太 稲田　　幹
·有機ラジカルの粒径測定 先導物質化学研究所　　安楽　滉允　　アルブレヒト建
·無機p型ドーパントと添加剤効果を用いた高分子半導体の高効率化に関する研究
 先導物質化学研究所 津村潤之介 藤田　克彦
·遷移金属酸化物とシリカの複合プロセスに関する研究
 オープンイノベーションセンター 豊里　　心 藤野　　茂
·エキソソーム研究 九州大学病院  瀬戸山大樹
·褐色脂肪細胞から分泌される細胞外小胞を用いた抗肥満治療の検討
 臨床検査医学  隈本　大智

１２．誘導結合プラズマ質量分析装置（Agilent7500c） （伊都地区）
·水プラズマでの水処理 工学研究院　　Duan Chengyuan　　渡邉　隆行
·一般廃棄物焼却灰の粒径別性状に関する研究 工学研究院 梶野　友貴 中山　裕文
·Assessing the metal recovery value of municipal solid waste incineration residues impact of pretreatment on fly ash 

　and bottom ash 工学研究院 梶野　友貴 島岡　隆行
·発電設備の利用率向上に向けたスケールモニタリング 工学研究院 Saefudin Juhri 米津幸太郎
·坑廃水の分析 工学研究院 藤井　俊汰 濵中　晃弘
·鉱山のAMDに含有される金属イオンの分析 工学研究院 佐藤　大徳 濵中　晃弘
·Synthesize and characterization of Uio-67 MOFs Incorporated with Photocatalytic components for Solar Energy  

　Conversion 理学研究院 Zheng Qingen 酒井　　健
·MexeneとMOPの集積化 理学研究院　　Benjamin Le Ouay　　大場　正昭
·S=1/2スピン系サレン錯体のスピン緩和特性 理学研究院 山本　直也 大場　正昭

１３．誘導結合プラズマ質量分析装置（Agilent7700x） （伊都地区）
·土壌中無機元素の存在形態の解明 農学研究院 森　　裕樹 平舘俊太郎
·Synthesize and characterization of Uio-67 MOFs Incorporated with Photocatalytic components for Solar Energy  

　Conversion 理学研究院 Zheng Qingen 酒井　　健

１４．誘導結合プラズマ質量分析装置（Agilent7900） （伊都地区）
·再生水処理工程検査及び環境水測定 環境安全センター 岩屋ゆみか 高田　晃彦
·ガラスの溶解試験 工学研究院 飯田　美穂 稲垣八穂広
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·ガラス固化体の溶解速度評価 工学研究院 幸　　楓馬 稲垣八穂広
·日本の模擬高レベルガラス固化体P0798の溶解速度評価：酸性溶液条件での溶存Si濃度依存性
 工学研究院 心石　　晴 稲垣八穂広
·福島汚染水処理廃棄物ガラス固化体の溶解速度評価 工学研究院 長谷川　寿 稲垣八穂広
·模擬高レベルガラス固化体P0798の長期溶解機構の評価 工学研究院 狭間　俊輔 稲垣八穂広
·模擬高レベルガラス固化体の長期溶解機構の評価 工学研究院　　淡路　翔太、中村　　翔　　稲垣八穂広
·Au determination in DRGO 工学研究院 Cindy 沖部奈緒子
·チオ尿素及びエチレンチオ尿素抽出による金鉱石浸出液の金濃度測定
 工学研究院 須山　郁実 笹木　圭子
·バイオ酸化後の金鉱石浸出液の金濃度測定 工学研究院 滝本　琉盛 笹木　圭子
·Separation of polymetallic sulfide minerals 工学研究院　　Gde Pandhe Wisnu Suyantara　　三木　　一
·鉱山のAMDに含有される金属イオンの分析 工学研究院 佐藤　大徳 濵中　晃弘
·フェロトーシス誘導時に生じる酸化脂質生成部位の解析 薬学研究院 斎元　祐真 山田　健一

１５．フーリエ変換赤外分光光度計（FT/IR-620） （伊都地区）
·DLC膜の膜質測定 システム情報科学研究院 池田　　築 白谷　正治
·SiO2膜の膜質測定 システム情報科学研究院　　黒崎　陽晴、佐藤　優志　　白谷　正治
·Application of Functionalized Magnetic Nanoparticles and Modified Magnetic Biochar in the Removal of Heavy Metals from 

　Leachate of Municipal Solid Waste Incineration Fly Ash 工学研究院 梶野　友貴 中山　裕文
·不燃ごみ処理過程におけるマイクロプラスチックの物質フローに関する研究
 工学研究院 梶野　友貴 中山　裕文
·不燃ごみ処理過程におけるマイクロプラスチックの物質フローに関する研究
 工学研究院 田中　　涼 島岡　隆行
·改質木材の評価 農学研究院　　井上　　琴、末松　裕基　　阪上　宏樹

１６．フーリエ変換赤外分光光度計（FT/IR-4700） （伊都地区）
·Low-k薄膜作製 システム情報科学研究院 濱地　拓真 中村　大輔
·SiCの表面解析 工学研究院 光平　知民 田中　　悟
·複合材料内部のフィラー界面における高分子鎖の局所配向 工学研究院 藤田　彗十 田中　敬二
·BaSn1-xYxO3-δ系セラミックスの複合欠陥生成とアニオン置換 工学研究院 小林　優仁 林　　克郎
·MOF を用いた量子センシング 工学研究院 井上　魅紅 楊井　伸浩
·NMR・MRIの未来を担う「トリプレット超核偏極の材料化学」 工学研究院 濱地　智之 楊井　伸浩
·シルクフィブロインの圧電効果を活かした創傷被覆材の開発 工学研究院 釘宮　菜緒 井嶋　博之
·肝臓組織構築に向けた光架橋性バイオインクの開発 工学研究院 山﨑慎太朗 井嶋　博之
·機能性生体材料を用いたナノファイバーの開発 工学研究院 池上　康寛 井嶋　博之
·多機能性薬物送達システムの開発 工学研究院 武　　利春 井嶋　博之
·革新的異種柔軟材料3D/4Dものづくり基盤の構築 工学研究院 重山　美奈 三浦　佳子
·糖鎖高分子のIRスペクトル測定 工学研究院 長尾　匡憲 三浦　佳子
·革新的な複合材料による福島第一原子力発電所廃水からの放射性セシウム除去
 工学研究院　　Shahjalal KHANDAKER　　久場　隆広
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·廃棄物最終処分場におけるマイクロプラスチックの物質フローに関する研究
 工学研究院 田中　　涼 島岡　隆行
·Analyzation of epoxy resin 工学研究院 Chen Lirong 貝沼　重信
·劣化した樹脂の分析 工学研究院 Cai Lianheng 貝沼　重信
·海洋プラスチックの成分分析 工学研究院  清野　聡子

１７．マルチチャンネル赤外顕微鏡システム（伊都地区）
·CNTを用いたセラノスティクス 工学研究院 濵野　　凌 藤ヶ谷剛彦
·岩石中の不溶性炭素の分析 理学研究院  北島富美雄

１８．超伝導核磁気共鳴吸収装置（JNM-ECZ400） （伊都地区）
·エポキシ硬化物の直接観察 工学研究院 志岐　優太 田中　敬二
·1回のみ組み換え可能なネットワークを持つエポキシ硬化物の設計
 工学研究院 隈本　一馬 田中　敬二
·ポリビニルカテコール分子鎖の熱運動性評価 工学研究院 森田　修治 田中　敬二
·精製した汎用高分子の化学構造の同定 工学研究院 鈴木康太郎 田中　敬二
·熱硬化性高分子に関する研究 工学研究院 山口　　晃 田中　敬二
·複合体の機能に及ぼす界面層構造に関する研究 工学研究院 柳澤　　慧 田中　敬二
·有機合成における原料・精製物の確認 工学研究院 山下　隼平 田中　敬二
·Polariton材料の開発 工学研究院　　ブンマン ナッタニシャー　　君塚　信夫
·Singlet Fission compound 工学研究院　　Sifuentes Gonzalo　　君塚　信夫
·アップコンバージョン材料の開発 工学研究院　　庄山　隼斗、水上　輝市　　君塚　信夫
·可視－紫外フォトン・アップコンバージョンを示す固体材料の開発
 工学研究院 渡辺　侑哉 君塚　信夫
·機能性有機色素の開発 工学研究院 宮田　雅己 君塚　信夫
·近赤－可視フォトン・アップコンバージョンを示す材料の開発
 工学研究院 久家　恵大 君塚　信夫
·高効率なフォトン・アップコンバージョンを示す色素分子の開発
 工学研究院 原田　直幸 君塚　信夫
·新規SF分子の合成 工学研究院　　許　　廷宇、正岡　亜樹　　君塚　信夫
·分子凝縮系光化学蓄熱システムの開発 工学研究院 森川　全章 君塚　信夫
·Deep Eutectic Solvents for Green Extraction of Green Seaweed Cellulose

 工学研究院 Rizfi Fariz Pari 後藤　雅宏
·Hydrophobic DES as Metal Leachate Agent in Lithium Battery Recycling

 工学研究院 Septioga Kevin 後藤　雅宏
·Ionic Liquid for Metal extraction 工学研究院 Ainul Maghfirah 後藤　雅宏
·イオン液体の合成 工学研究院
 坂口　雅哉、横前　芽吹、東　　智大、李　　雅敏、田中　敬佑、豊福　淳大　　後藤　雅宏
·ペプチド両親媒性物質の合成 工学研究院　　水口　敬貴、Tan Ingram　　後藤　雅宏
·深共晶溶媒を用いた経皮ペプチドがんワクチンの開発 工学研究院 藤田　尚明 後藤　雅宏
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·生体適合性イオン液体の合成 工学研究院 神園　麻裕 後藤　雅宏
·Anti-fungal formulation using ionic liquid 工学研究院　　Muhammad Safaat　　神谷　典穂
·カーボンナノチューブを用いた近赤外光セラノスティクス 工学研究院 Widjaja Isabella 藤ヶ谷剛彦
·レドックスポリマーを用いた熱化学電池用電解質の開発 工学研究院 安部　千尋 藤ヶ谷剛彦
·Poly[9,9-n-dioctyl-2,7-fluorene-alt-1-chloro-2,5-Aryl]の同定 工学研究院 永末　紘己 藤ヶ谷剛彦
·燃料電池への応用を目指した酸修飾ポリベンズイミダゾールからなる新規有機・無機ハイブリッド固体
　高分子電解質の創製 工学研究院 吉田未夏美 藤ヶ谷剛彦
·sp2炭素型化学修飾によるカーボンナノチューブの電子ドーピング
 工学研究院 山口　樹希 藤ヶ谷剛彦
·ジアゾニウム化学を用いた分子修飾による窒化ホウ素ナノチューブの発光特性制御
 工学研究院 西中間洋紀 藤ヶ谷剛彦
·炭素材料に対するポリベンズイミダゾール吸着状態の解明 工学研究院 西田真樹子 藤ヶ谷剛彦
·4-azidobenzoic acidの同定 工学研究院 釘本　園子 藤ヶ谷剛彦
·カーボン被覆材料の合成 工学研究院 田中　直樹 藤ヶ谷剛彦
·局所化学修飾した単層カーボンナノチューブの近赤外発光特性
 工学研究院 島　　一輝 藤ヶ谷剛彦
·NitrobenzeneのH2O2との反応性の調査 工学研究院 藤岡　　皇 藤ヶ谷剛彦
·CNTを用いたセラノスティクス 工学研究院 濵野　　凌 藤ヶ谷剛彦
·CPP成長阻害薬の開発 工学研究院 兵頭　舞音 片山　佳樹
·Development of CPP inhibitor for VC treatment 工学研究院　　ファン クオ カン　　片山　佳樹
·HOEQS基質の合成 工学研究院 黒田　晃大 片山　佳樹
·PAsp side chain modification 工学研究院 Li BingJhang 片山　佳樹
·PEG5K-PAsp-AP related modification 工学研究院 Ma Ziwei 片山　佳樹
·The synthesis of PEG-PLL 工学研究院 Nuo Xu 片山　佳樹
·homoPAsp-OH synthesis 工学研究院 中本妃那乃 片山　佳樹
·homoPBLA synthesis 工学研究院 渡邊　紗梨 片山　佳樹
·Yolk-shell型PICの開発 工学研究院　　目野　敬大、神澤　大志　　片山　佳樹
·タンパク質内包機能を有するコアセルベートの開発 工学研究院 大前　諒真 片山　佳樹
·デジタルELISAに向けた新規酵素群の基質合成 工学研究院 山中　皓太 片山　佳樹
·プロドラッグに向けた基質合成 工学研究院 肘井　翔一 片山　佳樹
·蛍光性基質の合成 工学研究院 古賀　朗寛 片山　佳樹
·多相コアセルベートへのタンパク質分配 工学研究院 武田雅玖斗 片山　佳樹
·腸内共生系における弱い相互作用の理解と材料共生への応用 工学研究院 Mazaya Najmina 片山　佳樹
·免疫による排除の回避を目的とした医薬品修飾ポリマーの開発 工学研究院 宮田　慎五 片山　佳樹
·光誘起ラジカルペアに基づく動的核偏極の実現 工学研究院 島尻　拓哉 楊井　伸浩
·光励起三重項を偏極源とした動的核偏極による水の連続的高偏極化
 工学研究院 西村　亘生 楊井　伸浩
·divinylTPPの合成 工学研究院 古澤　聖太 三浦　佳子
·Propargyl methacrylateのTMS保護 工学研究院 洲村　知弥 三浦　佳子
·TMS保護, BtnAAm-TMS合成 工学研究院 越智　　剛 三浦　佳子
·ポリマー固定化不斉分子触媒を用いたメカノケミカル合成 工学研究院 廣石　健人 三浦　佳子
·革新的異種柔軟材料3D/4Dものづくり基盤の構築 工学研究院 重山　美奈 三浦　佳子
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·高い光透過性をもつゲル触媒を用いたフロー合成 工学研究院 西村　和也 三浦　佳子
·糖鎖高分子の合成 工学研究院　　田中　柊也、木付　遥子、長尾　匡憲　　三浦　佳子
·有機分子触媒を固定化する多孔質高分子モノリスの開発 工学研究院 重枝　春孝 三浦　佳子
·有機材料のNMR測定 高等研究院　　金井萌々香、遠藤　大樹、Lee Junhyeon　　安田　琢麿
·酸化状態を制御した含硫黄モノマー共重合体の水和構造と抗血栓性
 先導物質化学研究所 山本　　梓 田中　　賢
·植物-土壌系における無機元素の動態解明 農学研究院 竹中　　岳 平舘俊太郎
·土壌中におけるリン化合物の動態解析 農学研究院　　竹中　　岳、Ei Phyu Thae　　平舘俊太郎
·土壌中無機元素の存在形態の解明 農学研究院 近藤　大地 平舘俊太郎
·ヒト腸内フローラのメタボローム解析
 農学研究院　　Nurlisa Binti Mohd Azmil、小川　拓真、池之本光成　　中山　二郎
·励起子分裂材料の開発 工学研究院 Adrian Sauer 君塚　信夫

１９．超伝導核磁気共鳴吸収装置（JNM-ECZ500） （伊都地区）
·添加剤による接着力改善に関する研究 工学研究院 戸谷　匡康 田中　敬二

２０．超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡（SU8000） （伊都地区）
·海洋性細菌からの酵素の精製とCO2還元反応への応用
 カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所 喜安　　雄 尹　　基石
·エキシトントランジスタ実現に向けたZnO/ZnMgO量子井戸の作製
 システム情報科学研究院 大津山裕生 板垣　奈穂
·Grating-integrated microring laser システム情報科学研究院 Chen Jinghan 興　　雄司
·Composition analysis of a-C:H film システム情報科学研究院 小野晋次郎 古閑　一憲
·フォトニック結晶を用いた匂いセンサの高感度化 システム情報科学研究院 朱　　一夫 小野寺　武
·高度な柔軟性を有するIoTスピンデバイス開発 システム情報科学研究院 黒川雄一郎 湯浅　裕美
·SiO2膜の膜質測定 システム情報科学研究院　　佐藤　優志、山本　祐馬　　白谷　正治
·PET表面ナノ粒子の観察 システム情報科学研究院 Jiang Tianshu 林　　健司
·PLGAの観察 システム情報科学研究院 高山　理衣 末廣　純也
·ダイヤモンドの観察 システム情報科学研究院 浅野　尚紀 末廣　純也
·コラーゲン嵌合現象を応用した組織接合 九州大学病院 栗山　直剛 池田　哲夫
·低閾値発振を目指した電流励起有機半導体レーザーの構築 工学研究院 武石　信弘 安達千波矢
·Fabrication of Nanobead Arrays via Through-Hole Substrates 工学研究院 王　　昌民 加地　範匡
·プラズモン誘起電荷分離 工学研究院　　吉田　史佳、吉嗣　大輝、八尋　祐馬　　高橋　幸奈
·二級アミンと空気のみを由来としてN-ホルムアミド類を合成する可視光駆動型光触媒反応の開発
 工学研究院 湯淺　茉由 嶌越　　恒
·金属触媒を担持した温度応答性ハイドロゲルによる水中のPFASの高速分解
 工学研究院 龍　明日香 三浦　佳子
·高い光透過性をもつゲル触媒を用いたフロー合成 工学研究院 西村　和也 三浦　佳子
·高分子の合成の確認 工学研究院 Jee Chanhyuk 三浦　佳子
·有機分子触媒を固定化する多孔質高分子モノリスの開発 工学研究院 重枝　春孝 三浦　佳子
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·熱プラズマによるナノ粒子の合成 工学研究院 廣瀬　基規 渡邉　隆行
·熱プラズマを用いたメタンの熱分解による水素とナノ炭素材料の合成
 工学研究院 井原　歩夢 渡邉　隆行
·革新的な複合材料による福島第一原子力発電所廃水からの放射性セシウム除去
 工学研究院　　Shahjalal KHANDAKER　　久場　隆広
·Surface finishing of CVD polycrystalline SiC with different grinding wheels

 工学研究院 Ao Xuemei 黒河　周平
·物理刺激を利用した細胞内CAの搭載技術と生体内導入技術の開発
 工学研究院 髙橋　晴菜 山西　陽子
·Analyzation of epoxy resin 工学研究院 Chen Lirong 貝沼　重信
·PFS添加系エポキシ樹脂のモルフォロジー観察
 水素材料先端科学研究センター 西川　　龍 西村　　伸
·局在プラズモンシートによる細胞接着ナノ界面の超解像度ライブセルイメージング
 先導物質化学研究所 坂井翔太朗 玉田　　薫
·金属ナノキャビティ構造を用いたプラズモンセンサの開発
 先導物質化学研究所　　宮脇　遥大、梶野　祐人　　玉田　　薫
·バイオナノファイバーおよびその複合体の観察 農学研究院　　金本　朋純、徳永みさき　　横田　慎吾
·セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現 農学研究院　　渡辺　悠生、浅井　駿汰　　北岡　卓也
·リグニン微粒子とキチンナノファイバーからなるオールバイオマス複合材料の開発
 農学研究院 松本　由莉 北岡　卓也
·MS法による風味因子の網羅解析法の確立に関する研究 農学研究院 古賀　柚葵 田中　　充
·Study on the establishment of LDI-MS method for food analysis 農学研究院 劉　　卓非 田中　　充
·半導体粒子および半導体薄膜のナノ構造の観察 理学研究院  小澤　弘宜
·ラマンプローブを用いた超解像顕微分光イメージング 理学研究院 坂本　　涼 平松光太郎

２１．低真空分析走査電子顕微鏡（SU6600） （伊都地区）
·LNとSiの常温接合 システム情報科学研究院 松延　晃生 多喜川　良
·複合材料の断面観察 システム情報科学研究院 久保田吉彦 末廣　純也
·酸化ガリウムへのSnのレーザードーピング システム情報科学研究院  薮田　久人
·酸化物半導体膜のレーザーアニール システム情報科学研究院 別府　美彩 薮田　久人
·Fabrication of Nanobead Arrays via Through-Hole Substrates 工学研究院 王　　昌民 加地　範匡
·スポンジモノリスカラムを用いた細胞分離法の開発 工学研究院 堤　　悠生 加地　範匡
·単一細胞質量分析イメージングのための細胞分析フォーマットの開発
 工学研究院 義永　晴雲 加地　範匡
·窒化ホウ素ナノチューブの発光特性創出 工学研究院 西中間洋紀 藤ヶ谷剛彦
·CFRP の電気リサイクル 工学研究院 小林　燎平 岸田　昌浩
·Fe系試料のEBSD 工学研究院 小家石　颯 品川　一成
·アルミナの観察 工学研究院 大重　裕矢 品川　一成
·18Niマルテンサイト鋼における疲労き裂進展に及ぼす微視組織の硬さの影響
 工学研究院 福島　弘大 濱田　　繁
·18Niラスマルテンサイト鋼のDAモード疲労き裂進展の解明 工学研究院 木野　　峻 濱田　　繁
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·3Dプリンターで造形された難燃性マグネシウム合金の信頼性向上に関する研究
 工学研究院 草場　祐輝 濱田　　繁
·Damage accumulation mode of fatigue crack propagation 工学研究院 Chen Bowen 濱田　　繁
·Impact of Nitrogen-Assisted Laser Cutting on Fatigue Crack Extension for Electromagnetic Steel Sheet

 工学研究院 彭　　凌雲 濱田　　繁
·LPBF法で造形された難燃性マグネシウム合金の信頼性向上に関する研究
 工学研究院 和田　聡紀 濱田　　繁
·Microstructure and plastic deformation observation in Mg Alloy tensile test specimens fabricated by selective laser melting (SLM)

 工学研究院　　BRYAN PROAÑO　　濱田　　繁
·マイクロ力学試験を用いた金属材料の力学特性発現機構の解明 工学研究院 植木　翔平 濱田　　繁
·マルテンサイト鋼の疲労メカニズム 工学研究院 Ren pengxu 濱田　　繁
·水素環境下における高強度鋼の使用限界条件に関する研究 工学研究院 川嵜　直人 濱田　　繁
·損傷蓄積モード疲労き裂進展予測手法の開発 工学研究院 建部　啓太 濱田　　繁
·鉄鋼材料のき裂伝播挙動に関する研究 工学研究院 植木　翔平 濱田　　繁
·微小な応力集中源を有する難燃性マグネシウム合金の疲労限度予測手法
 工学研究院 池田　優作 濱田　　繁
·冷間圧延ロールへの適用を想定した軸受鋼の強度特性に及ぼすサブゼロ処理の影響
 工学研究院 三好　詠太 濱田　　繁
·ポリ乳酸三次元担体の観察 工学研究院  藏田　耕作
·Mg積層造形体の破壊靭性に及ぼす組織の影響の解明 工学研究院 岩切章一郎 宮原　広郁
·ニハード鋳鉄の熱処理時間が及ぼす硬さへの影響 工学研究院 早川　涼介 宮原　広郁
·積層造形法における難燃性Mg合金の鋳造欠陥を低減させる入熱・放熱に関する造形パラメータの検討
 工学研究院 窪田　安晃 宮原　広郁
·難燃性Mg合金の積層造形体に発生する欠陥の解析 工学研究院 相原龍之介 宮原　広郁
·レーザー照射によるSUS316Lの温度分布と組織形成の関係 工学研究院 渡邊　徹平 森下　浩平
·電析物の微細構造観察 工学研究院  大上　　悟
·Inconel625 埋込試料表面観察 工学研究院 當山金太郎 尾﨑由紀子
·TiNの機械的強度に及ぼす影響 工学研究院 迎　　龍兵 尾﨑由紀子
·鉄系材料の組織観察 工学研究院 吉留　海燿 尾﨑由紀子
·POSCAP高性能化のための高精度解析に関する研究 総合理工学研究院 笠村　裕也 波多　　聰

２２．低真空高感度走査電子顕微鏡（SU3500） （伊都地区）
·エキシトントランジスタ実現に向けたZnO/ZnMgO量子井戸の作製
 システム情報科学研究院 大津山裕生 板垣　奈穂
·Composition analysis of a-C:H film システム情報科学研究院 小野晋次郎 古閑　一憲
·Si基盤上のポリマーのプラズマ照射による変化 システム情報科学研究院 小野　元気 古閑　一憲
·酸化物薄膜を利用した電子デバイス機能の探索
 システム情報科学研究院　　鶴田　和也、濵砂　　智　　矢嶋　赳彬
·レーザー照射した銅サンプルの元素分析 システム情報科学研究院 小窪　陸斗 中村　大輔
·レーザー照射した銅円盤の元素分析 システム情報科学研究院 古場　雅大 中村　大輔
·酸化物半導体膜のレーザーアニール システム情報科学研究院 別府　美彩 薮田　久人
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·カーボン薄膜材料に関する研究 工学研究院 塩田　恭平 石田　謙司
·Fabrication of Nanobead Arrays via Through-Hole Substrates 工学研究院 王　　昌民 加地　範匡
·PDMS構造体の観察 工学研究院 前田　陽樹 加地　範匡
·Regional surface wettability modification for precise cell alignment 工学研究院 渡邉　　萌 加地　範匡
·スポンジモノリスカラムを用いた細胞分離法の開発 工学研究院 堤　　悠生 加地　範匡
·レーザーアブレーションを利用したPDMSステンシル作製法の開発
 工学研究院 義永　晴雲 加地　範匡
·一細胞触診デバイスの開発 工学研究院 國竹　祐亮 加地　範匡
·固体ナノポアを用いた塩分濃度差発電技術の開発 工学研究院 梁　　逸偉 加地　範匡
·添加剤による接着力改善に関する研究 工学研究院 戸谷　匡康 田中　敬二
·熱硬化性高分子に関する研究 工学研究院 山口　　晃 田中　敬二
·Deep Eutectic Solvents for Green Extraction of Green Seaweed Cellulose

 工学研究院 Rizfi Fariz Pari 後藤　雅宏
·ニッケル酸化鉱の新規錯形成剤開発 工学研究院 松井武次郎 後藤　雅宏
·環境調和型溶媒を用いたレアメタル鉱石からの直接浸出法の開発
 工学研究院 佐藤　　颯 後藤　雅宏
·疎水性深共晶溶媒を用いたレアメタルリサイクルプロセスの開発
 工学研究院 神園　麻裕 後藤　雅宏
·遺伝子組換えタンパク質と合成高分子とのハイブリッドゲルの創製
 工学研究院 稲形　のん 神谷　典穂
·水素吸蔵材料を用いた低濃度のCOとH2によるCOメタン化 工学研究院 奥田　　純 岸田　昌浩
·革新的な複合材料による福島第一原子力発電所廃水からの放射性セシウム除去
 工学研究院　　Shahjalal KHANDAKER　　久場　隆広
·ウニの殻の観察と成分分析 工学研究院  清野　聡子
·海洋プラスチックの成分分析 工学研究院  清野　聡子
·Assessing the Metal Recovery Value of Municipal Solid Waste Incineration Residues: 

　Impact of Pretreatment on Fly Ash and Bottom Ash 工学研究院 梶野　友貴 中山　裕文
·MH合金システムの速度律速因子の探求と設計指針の構築 工学研究院 西藤　知子 伊藤　衡平
·PTLのホットプレスによるコーティングのダメージを観察 工学研究院 西藤　知子 伊藤　衡平
·合成メタン製造に係る革新的技術開発/低温プロセルによる革新的メタン製造技術開発
 工学研究院 西藤　知子 中島　裕典
·プラズマ気泡によるアルミナナノ粒子生成の研究 工学研究院 南　　有眞 山西　陽子
·温度変化が大きな流動場を対象としたEFD解析に適した感圧塗料の温度補正精度向上技術の開発
 工学研究院 保坂　琉介 森　　英男
·寿命法に基づく感圧・感温複合塗料技術の高感度化・高精度化に関する研究
 工学研究院 山下　温大 森　　英男
·アルミニウム合金の境界潤滑膜形成機構 工学研究院 城崎　皓太 八木　和行
·潤滑面摩擦摩耗過程の直接観察 工学研究院 市丸　雅浩 八木　和行
·表面多層膜結晶構造分析に基づいた境界潤滑膜生成及び破壊機構の解明
 工学研究院　　久野　由起、松本　　律　　八木　和行
·Al-Si合金へのレーザー照射におけるSiの溶解挙動 工学研究院 松野　真樹 森下　浩平
·Ni基超合金へのレーザー照射における急速凝固 工学研究院 篠﨑　　響 森下　浩平
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·レーザー照射による金属材料の急速溶解・凝固における組織形成過程のその場観察
 工学研究院　　河邉　崇徳、井口　大暉　　森下　浩平
·バイオマスの構造評価 工学研究院 小野　彩奈 大野光一郎
·水素還元ペレットのクラスタリング現象
 工学研究院　　Mohammad Chand Ali、昆　　竜矢　　大野光一郎
·Ti-AM材の引張破面観察 工学研究院 重田　雄二 尾﨑由紀子
·TiNの機械的強度に及ぼす影響 工学研究院 迎　　龍兵 尾﨑由紀子
·Identification of crystal types in SICP-treated soil specimens 工学研究院  ハザリカ　ヘマンタ
·地盤改良材への適用を目指したCO2固定による再生骨材・スラグ間隙構造特性
 工学研究院 甲斐　柊吾 Adel Alowaisy

·Analyzation of epoxy resin 工学研究院 Chen Lirong 貝沼　重信
·Turning behavior of abrasive water treated and abrasive blast treated speciments

 工学研究院 李　　昇岳 貝沼　重信
·鋼材と皮膜の界面分析 工学研究院 キムアラン 貝沼　重信
·鋼材分析 工学研究院 佐藤　俊徳 貝沼　重信
·鋼素地表面の測定 工学研究院　　山下　淳平、鞠　　英鋭　　貝沼　重信
·大日本塗料・新規防食用プライマーの開発 工学研究院 謝　　嘉靖 貝沼　重信
·劣化した樹脂の分析 工学研究院 Cai Lianheng 貝沼　重信
·Microstructure properties of solidification-treated marine clay 工学研究院 Li Faxin 笠間　清伸
·セメント改良土および微生物改良土の自己修復メカニズムの解明に関する研究
 工学研究院 川道　研利 笠間　清伸
·CO2地中貯留における地化学反応を考慮した長期的なCO2流動特性に関する研究
 工学研究院 佐藤　雄斗 本田　博之
·建設材料の維持管理に関する基礎的研究 工学研究院 木村　宇希 佐川　康貴
·Occurrences and classification of Maji Ya Weta carbonatite-related REE deposits in the Kisaki Area, Eastern Tanzania

 工学研究院 中島　涼佑 米津幸太郎
·フィリピン共和国ルソン島サンタクルス・ニッケルラテライト鉱床の鉱物・地球化学的特徴
 工学研究院 鈴木　悠右 米津幸太郎
·発電設備の利用率向上に向けたスケールモニタリング 工学研究院
 Arif、Denson Makwela、Mutasingwa Almachius Tryphone、Rita Ngwanaotsile、Wanyonyi Edwin Wafula、Zortosy、勝　森之介、
 成富　匡啓、大内　一樹、岩本虎汰朗、中島　涼佑、木﨑　康介、有賀　成高、鈴木　悠右、伊藤　　茜　　米津幸太郎
·木質材料の表面観察 農学研究院  阪上　宏樹
·三次元大断面材料の導電性および粘弾性 農学研究院 李　　嘉煒 巽　　大輔
·微生物機能を利用した無機鉱物生成による地盤改良技術の研究開発
 農学研究院  中野　晶子
·Development of edible coatings and films for fresh produce preservation by adding essential oils

 農学研究院　　Nkede Francis Ngwane　　田中　史彦
·Sodium Alginate-Titanium Dioxide Composite Films 農学研究院 Yan Xirui 田中　史彦
·アロエベラを用いたコーティングによる貯蔵中のマッシュルームの成分変化への影響の調査
 農学研究院 冨阪　啓人 田中　史彦
·近縁種免疫不全成魚へのクロマグロ生殖幹細胞移植による早期配偶子産生
 農学研究院 八尋　逸清 太田　耕平
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·SEM-imaging and elemental mapping and analysis of nanomaterials

 農学研究院　　矢野　成竜　　Ibrahim Maamoun

·ゼオライトの分析 農学研究院　　大田　駿介、大松　貴子　　椿　俊太郎
·米飯中の元素分布 農学研究院　　森　　　誠、隠岐香乃沙　　井倉　則之
·長野県大鹿村のダナイト中の自然鉄を含む蛇紋石脈の微細構造
 比較社会文化研究院 武田　侑也 桑原　義博
·環境粒子測定 理学研究院　　鍋山　　凪、山本　朋李、宮﨑加奈子　　宇都宮　聡
·アサガオの微細構造の研究 理学研究院　　佐藤　洋希、光永　大晟　　仁田坂英二
·植物体上の毛茸の立体構造解析 理学研究院 平澤宏太郎 立田　晴記

２３．走査電子顕微鏡（JSM-IT700HR） （伊都地区）
·フォトニック結晶を用いた匂いセンサの高感度化 システム情報科学研究院 朱　　一夫 小野寺　武
·LNとSiの常温接合 システム情報科学研究院 加藤田義樹 多喜川　良
·Si,Cu,SiO2の表面形状,元素分布測定 システム情報科学研究院 山内　崚平 多喜川　良
·Si-Cu接合体の断面観察 システム情報科学研究院 山内　崚平 多喜川　良
·異種素材の低温接合技術の研究 システム情報科学研究院　　村上　誠悟、宇野　賢治　　多喜川　良
·自己スパッタによるLNとSiの常温接合 システム情報科学研究院 Fan Yunhan 多喜川　良
·SiO2膜の膜質測定 システム情報科学研究院 山本　祐馬 白谷　正治
·酸化物半導体膜のレーザーアニール システム情報科学研究院　　佐藤　舞起、田中　洋平　　薮田　久人
·温度応答性ペプチドの凝集体の表面観察 基幹教育院  巣山慶太郎
·PDMS構造体の観察 工学研究院 前田　陽樹 加地　範匡
·スポンジモノリスカラムを用いた細胞分離法の初期検討 工学研究院 堤　　悠生 加地　範匡
·NPAB55のナノ粒子化 工学研究院 谷ノ口祐弥 清水　宗治
·有機機能性分子のナノ粒子化 工学研究院  清水　宗治
·フルオラスB12/ナフィオン複合修飾電極の作製とオンサイト地下水浄化システムの開発
 工学研究院 佐々木海斗 嶌越　　恒
·MRI・NMRの未来を担う「トリプレット超核偏極の材料化学」
 工学研究院　　中川さくら、宇治　雅記　　楊井　伸浩
·CFRPの電気リサイクル 工学研究院 小林　燎平 岸田　昌浩
·自動車破砕残渣処理におけるCO2排出量低減に向けた新規触媒の開発
 工学研究院　　神代　知旺、近藤　弘偉　　岸田　昌浩
·高い光透過性を持つゲル触媒を用いたフロー合成 工学研究院 西村　和也 三浦　佳子
·熱プラズマによるナノ粒子の合成 工学研究院　　江橋　　新、廣瀬　基規　　渡邉　隆行
·革新的な複合材料による福島第一原子力発電所廃水からの放射性セシウム除去
 工学研究院　　岸野　　廉、Shahjalal KHANDAKER　　久場　隆広
·大気圧非平衡プラズマ処理による活性炭のCs吸着能の向上について
 工学研究院 紙永　大輔 久場　隆広
·Surface finishing of CVD polycrystalline SiC with different grinding wheels

 工学研究院 Ao Xuemei 黒河　周平
·細胞に最適なマルチスケールテクスチャリングに関する研究
 工学研究院　　久積　　翔、出野　　佑　　黒河　周平
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·次世代パワーデバイス材料のナノ研削性能と平坦化加工に関する研究
 工学研究院 賈　　　晨 黒河　周平
·プラズマ気泡によるアルミナナノ粒子生成の研究 工学研究院 南　　有眞 山西　陽子
·プラズマ誘起気泡による新奇生体マーキング 工学研究院 森永さや香 山西　陽子
·異種粒子封入液滴の生成に向けた仮想粒子バルブの研究 工学研究院 角村　勇真 山西　陽子
·高透磁率材料創生に向けたプラズマ誘起気泡の反応性界面の研究
 工学研究院 竹田　匠吾 山西　陽子
·ハニカム多孔質体とナノ流体の連成による自己組織化マイクロ流路を活用した水電解の革新
 工学研究院 林田　侑也 森　　昌司
·高圧水素ガス圧縮機ピストンリングの耐久性・信頼性向上 工学研究院 陳　　　乾 澤江　義則
·3Dプリンターで造形された難燃性マグネシウム合金の信頼性向上に関する研究
 工学研究院 草場　祐輝 濱田　　繁
·マイクロ・ナノ材料の強度に関する研究 工学研究院　　宇田　千紘、近藤　俊之　　濱田　　繁
·水素環境下における高強度鋼の使用限界条件に関する研究 工学研究院 川嵜　直人 濱田　　繁
·冷間圧延ロールへの適用を想定した軸受鋼の強度特性に及ぼすサブゼロ処理の影響
 工学研究院 三好　詠太 濱田　　繁
·セラミックス表面への多階層構造の作製と面内圧縮加工 工学研究院 真部将太郎 津守不二夫
·バクテリアセルロース複合材料の開発と応用 工学研究院 内村　元紀 津守不二夫
·光触媒コーティング表面構造把握 工学研究院 岸本　嵩生 喜岡　　新
·粘土粒子微細構造 工学研究院 武内　友理 喜岡　　新
·火星のレゴリス（土壌）シミュラント粒子の形状観察 工学研究院 田淵　芳樹 山田　泰広
·土壌中鉱物の構造及び元素組成分析 農学研究院　　牛島　　慧、山北　絵理　　平舘俊太郎
·半導体粒子および半導体薄膜のナノ構造の観察 理学研究院  小澤　弘宜
·S=1/2スピン系サレン錯体のスピン緩和特性 理学研究院 山本　直也 大場　正昭
·[MV N(CN)4]

2－を構築素子とする配位高分子の合成とアンモニア吸着特性、構造の相関
 理学研究院  Benjamin Le Ouay

·金属有機多面体と酵素による生体複合システムの創製と高機能化
 理学研究院  Benjamin Le Ouay

·配位子修飾による金属有機多面体の水溶性と安定性の向上 理学研究院  Benjamin Le Ouay

２４．全自動水平型多目的 X 線回折装置（SmartLab） （伊都地区）
·金属ナノ粒子を担持した炭素電極を用いた電気化学センサー
 カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所 冨﨑　真衣 松本　広重
·ZnInONの高品質結晶成長 システム情報科学研究院 成重　椋太 板垣　奈穂
·ZnOの表面モフォロジー観察 システム情報科学研究院 畑　昌太朗 板垣　奈穂
·ZnO膜の結晶性測定 システム情報科学研究院 湯上　貴文 板垣　奈穂
·エキシトントランジスタ実現に向けたZnO/ZnMgO量子井戸の作製
 システム情報科学研究院　　大津山裕生、矢高功太郎　　板垣　奈穂
·スパッタリングによる磁性絶縁体薄膜作製の研究 システム情報科学研究院 山下　航平 板垣　奈穂
·固相結晶化シード層を用いた高品質ZnO透明導電膜の作製
 システム情報科学研究院 和田　義晴 板垣　奈穂
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·TbCo系スキルミオンの高速動作に向けたSOT効率の向上
 システム情報科学研究院 徳永　和彦 湯浅　裕美
·磁性ナノ薄膜の構造分析 システム情報科学研究院 黒川雄一郎 湯浅　裕美
·磁性多層膜の構造同定 システム情報科学研究院 大石　晟矢 湯浅　裕美
·磁性膜の結晶構造解析 システム情報科学研究院　　Nur Amirah binti Zahrin　　湯浅　裕美
·The Growth of TmIG by on-axis Sputtering システム情報科学研究院　　Agusutrisno M.N　　白谷　正治
·酸化物半導体膜のレーザーアニール システム情報科学研究院 佐藤　舞起 薮田　久人
·セラミックスのX線構造解析 工学研究院  吉岡　　聰
·エポキシ硬化物の直接観察 工学研究院 志岐　優太 田中　敬二
·ポリビニルカテコール分子鎖の運動性評価 工学研究院 森田　修治 田中　敬二
·異種固体界面における高分子鎖に関する研究 工学研究院 佐伯慎太郎 田中　敬二
·高分子材料の構造解析 工学研究院 田村　隼太 田中　敬二
·高分子薄膜の構造解析 工学研究院　　江頭　麗稀、阿部　建樹　　田中　敬二
·高分子膜の構造解析 工学研究院 種子田英伸 田中　敬二
·熱硬化性高分子に関する研究 工学研究院 山口　　晃 田中　敬二
·Deep Eutectic Solvents for Green Extraction of Green Seaweed Cellulose

 工学研究院 Rizfi Fariz Pari 後藤　雅宏
·生体適合性イオン液体の合成 工学研究院 Islam Rashedul 後藤　雅宏
·疎水性深共晶溶媒を用いたレアメタルリサイクルプロセスの開発
 工学研究院 神園　麻裕 後藤　雅宏
·二級アミンと空気のみを由来としてN-ホルムアミド類を合成する可視光駆動型光触媒反応の開発
 工学研究院 湯淺　茉由 嶌越　　恒
·熱プラズマによるナノ粒子合成 工学研究院　　廣瀬　基規、野上　晴菜　　渡邉　隆行
·熱プラズマを用いたナノ粒子合成 工学研究院　　Wang Yirong、Zhang Kaiwen　　渡邉　隆行
·革新的な複合材料による福島第一原子力発電所廃水からの放射性セシウム除去
 工学研究院　　岸野　　廉、Shahjalal KHANDAKER　　久場　隆広
·粉体加工法による新規材料の創製 工学研究院  吉年　規治
·高性能熱電塗布膜の開発 工学研究院 渡邊　厚介 宮﨑　康次
·熱エネルギーを活用した人工かんらん石の蛇紋岩化反応による水素生成手法の開発
 工学研究院 橋國　克明 宮﨑　康次
·Effect of machining on decarburization 工学研究院 Fauzan 黒河　周平
·プラズマ気泡によるアルミナナノ粒子生成の研究 工学研究院 南　　有眞 山西　陽子
·電析物の微細構造観察 工学研究院
 小森田勝也、砂川　晧平、松井　太郎、上野　隼誠、藤井琳太郎、尾坂　宗紀　　大上　　悟
·Analyzation of epoxy resin 工学研究院 Chen Lirong 貝沼　重信
·Turning behavior of abrasive water treated and abrasive blast treated speciments

 工学研究院 李　　昇岳 貝沼　重信
·ロケット噴煙環境下における超高圧混相流体を用いた素地調整の適用性に関する基礎的研究
 工学研究院 佐藤　俊徳 貝沼　重信
·鋼板の表面分析 工学研究院 鞠　　英鋭 貝沼　重信
·腐食鋼板分析 工学研究院 Cai Lianheng 貝沼　重信
·Microstructure properties of solidification-treated marine clay 工学研究院 Li　Faxin 笠間　清伸
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·セメント改良土および微生物改良土の自己修復メカニズムの解明に関する研究
 工学研究院 俊成　絃輝 笠間　清伸
·結晶性高分子材料の結晶構造解析 水素材料先端科学研究センター  葛西　昌弘
·Biodegradable film 農学研究院 Meng Fanze 田中　史彦
·キチン系ナノ材料の構造設計と機能発現 農学研究院 畑瀬　莉沙 北岡　卓也
·天然多糖ナノファイバーが細胞機能に直接働きかける細胞培養基材の開発
 農学研究院 畑瀬　莉沙 北岡　卓也
·セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現 農学研究院 畠山真由美 北岡　卓也

２５．デスクトップＸ線回折装置（MiniFlex600-C） （伊都地区）
·固体発光材料の開発 工学研究院 山本　雄世 星野　　友
·粉体加工法による新規材料の創製 工学研究院  吉年　規治
·電析物の微細構造観察
 工学研究院　　久保田涼介、砂川　晧平、小森　麻衣、上野　隼誠　　大上　　悟
·Identification of crystal types in SICP-treated soil specimens 工学研究院  ハザリカ ヘマンタ
·火山性堆積物を利用した建設材料の開発に関する基礎的研究
 工学研究院　　首藤　颯希、福永　隆之　　濵田　秀則
·建設材料の維持管理に関する基礎的研究
 工学研究院　　松本　　葵、田中　裕祐、Xu Jiale　　濵田　秀則
·建設材料の維持管理に関する基礎的研究 工学研究院 白石敢乃介 佐川　康貴
·バイオナノファイバーおよび複合体の形態観察 農学研究院 森　　康紀 横田　慎吾
·セルロースナノファイバーの結晶構造解析 農学研究院 韓　　雨欣 巽　　大輔
·微生物機能を利用した無機鉱物生成による地盤改良技術の研究開発
 農学研究院  中野　晶子
·土壌中鉱物の構造及び元素組成分析 農学研究院　　牛島　　慧、山北　絵理　　平舘俊太郎
·環境試料測定 理学研究院 宮﨑加奈子 宇都宮　聡
·環境粒子測定 理学研究院 鍋山　　凪 宇都宮　聡

２６．走査型プローブ顕微鏡（DimensionIcon） （伊都地区）
·ZnInONの高品質結晶成長 システム情報科学研究院 成重　椋太 板垣　奈穂
·ZnOの表面モフォロジー観察 システム情報科学研究院　　熊本　　聖、畑　昌太朗　　板垣　奈穂
·エキシトントランジスタ実現に向けたZnO/ZnMgO量子井戸の作製
 システム情報科学研究院　　大津山裕生、矢高功太郎　　板垣　奈穂
·サファイア基板の表面モフォロジー観察
 システム情報科学研究院　　畑　昌太朗、Xie Wenrui　　板垣　奈穂
·サファイア基板の表面観察 システム情報科学研究院 湯上　貴文 板垣　奈穂
·固相結晶化シード層を用いた高品質ZnO透明導電膜の作製
 システム情報科学研究院 和田　義晴 板垣　奈穂
·Comparison analysis of a-C:H films システム情報科学研究院 小野晋次郎 古閑　一憲
·自己スパッタによるLNとSiの常温接合 システム情報科学研究院 Fan Yunhan 多喜川　良
·Al2O3の常温接合 システム情報科学研究院 宇野　賢治 多喜川　良
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·LNとSiの常温接合 システム情報科学研究院 加藤田義樹 多喜川　良
·熱酸化膜付きSiウェハ、Auチップ・サファイア、Si及びCu膜の表面形状測定
 システム情報科学研究院 山内　崚平 多喜川　良
·Al2O3とSiの常温接合 システム情報科学研究院 松延　晃生 多喜川　良
·異種素材間の低温接合技術の研究 システム情報科学研究院　　村上　誠悟、森友　健留　　多喜川　良
·Low-k薄膜作成 システム情報科学研究院 濱地　拓真 中村　大輔
·TTF-SubPc-F の合成 工学研究院 北原　　陸 清水　宗治
·樹脂材料の接着・塗装における革新プロセス開発 工学研究院 上田　悟司 田中　敬二
·Surface finishing of CVD polycrystalline SiC with different grinding wheels

 工学研究院 Ao Xuemei 黒河　周平
·シリカゾルを用いたナノインプリントプロセスの開発と透明シリカガラスの作製
 工学研究院 久保田結羽 津守不二夫
·バイオナノファイバーおよび複合体の形態観察 農学研究院　　中満　和樹、森　　康紀　　横田　慎吾
·バイオナノファイバーおよびその複合体の観察 農学研究院 山口　裕大 巽　　大輔
·セルロース系ナノ材料の構造設計と機能発現 農学研究院 甲斐　理智 北岡　卓也
·ナノセルロースの界面触媒反応による木質模倣微粒子の創出 農学研究院 畠山真由美 北岡　卓也
·天然多糖ナノファイバーが細胞機能に直接働きかける細胞培養基材の開発
 農学研究院 畑瀬　莉沙 北岡　卓也

２７．エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置（EDX-7000） （伊都地区）
·セラミックスのX線構造解析 工学研究院  吉岡　　聰
·二級アミンと空気のみを由来としてN-ホルムアミド類を合成する可視光駆動型光触媒反応の開発
 工学研究院 湯淺　茉由 嶌越　　恒
·金属触媒を担持した温度応答性ハイドロゲルによる水中のPFASの高速分解
 工学研究院 龍　明日香 三浦　佳子
·高い光透過性を持つゲル触媒を用いたフロー合成 工学研究院 西村　和也 三浦　佳子
·アルミニウム合金の水素脆化挙動解析 工学研究院 比嘉　良太 戸田　裕之
·高リン鉄鉱石試料の観察 工学研究院 Liu Jiazhan 大野光一郎
·四端子法によるFexO含有スラグの交流インピーダンス特性評価 工学研究院 松浦　幸汰 中島　邦彦
·セメント改良土および微生物改良土の自己修復メカニズムの解明に関する研究
 工学研究院 俊成　絃輝 笠間　清伸
·建設材料の維持管理に関する基礎的研究 工学研究院 白石敢乃介 濵田　秀則
·土壌の成分分析 工学研究院 久保　敦志 濵中　晃弘
·Achievment large polarization change induced by magnetic field in molecular crystals

 先導物質化学研究所 Shui Qurui 佐藤　　治
·Tunable polarization switching behavior in spin transition solid solution

 先導物質化学研究所 Shui Qurui 佐藤　　治
·Polarization switching on dinuclear complexes 先導物質化学研究所 福山　竜輝 佐藤　　治
·蛍光X線によるセルロース材料の含有元素分析 農学研究院  巽　　大輔
·アンモニア吸着籾殻くん炭による脱硫化水素処理廃棄物の肥料効果の検証
 農学研究院  山川　武夫
·ゼオライトの分析 農学研究院 大田　駿介 椿　俊太郎
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·環境粒子測定 理学研究院 鍋山　　凪 宇都宮　聡

２８．微小部 X 線分析装置（XGT-9000） （伊都地区）
·燃料電池への応用を目指した酸修飾ポリベンズイミダゾールからなる新規有機・無機ハイブリッド固体高 

　分子電解質の創製 工学研究院 吉田未夏美 藤ヶ谷剛彦
·熱プラズマによるナノ粒子の合成 工学研究院 廣瀨　基規 渡邉　隆行
·電気インピーダンストモグラフィによる高温サスペンションに関する研究
 工学研究院 小川　真人 中島　邦彦
·CO2地中貯留における地化学反応を考慮した長期的なCO2流動特性に関する研究
 工学研究院  本田　博之

２９．高分解能 3 次元 X 線 CT システム（SKYSCAN1172） （伊都地区）
·樹脂材料の接着・塗装における革新プロセス開発 工学研究院 上田　悟司 田中　敬二
·CFRPの電気リサイクル 工学研究院 小林　燎平 岸田　昌浩
·パーティクルボードの非破壊評価 工学研究院  阪上　宏樹
·カマキリ筋肉系の三次元構造の観察 理学研究院 細田　悠喬 山脇　兆史

３０．マイクロ CT システム（SKYSCAN1272） （伊都地区）
·Si-Cu接合体の断面観察 システム情報科学研究院 山内　崚平 多喜川　良
·樹脂の接着・塗装における革新接着プロセスの開発 工学研究院 山田　理子 田中　敬二
·Pt担持チタン焼結体多孔質膜内三次元構造の取得 工学研究院 尾家翔太郎 井上　　元
·固体高分子形水電解用のRu02コア-Irシェル触媒を用いた触媒/拡散層一体型電極の開発
 工学研究院  安武　昌浩
·CMPにおける砥粒挙動に着目したポリシング機構の解明 工学研究院 髙橋　冬也 黒河　周平
·ハニカム多孔質体とナノ流体の連成による自己組織化マイクロ流路を活用した水電解の革新
 工学研究院  森　　昌司
·3Dプリンター製品の強度信頼性体系構築のための非連続体破壊力学の開発
 工学研究院　　BRYAN PROAÑO　　濱田　　繁
·培養肉生産に向けた細胞配向性コントロール 工学研究院 今村　　篤 藏田　耕作
·3Dプリンタを用いたCFRTPでのクラックアレスター機構の作成 工学研究院 川島　若菜 矢代　茂樹
·積層造形法における難燃性Mg合金の欠陥形成に及ぼす回転角度の影響
 工学研究院 中澤真一朗 宮原　広郁
·CCSサイト岩石コア高分解能内部構造把握 工学研究院  喜岡　　新
·高圧水素曝露後の樹脂内部の破壊定量 水素材料先端科学研究センター 李　　受映 西村　　伸
·Exploring life-history and symbiotic strategy of social insect symbiont using X-ray CT

 総合研究博物館 Wei-Ren Liang 丸山　宗利
·高周波によるプロトン移動制御および有機廃棄物資源を電子源とした水素生成への応用
 農学研究院 神川　　葉 椿　俊太郎
·火山噴出物の分析 理学研究院 Selvia Novianti 寅丸　敦志
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３１．熱分析装置（EXSTAR7000） （伊都地区）
·シアノ基導入液晶エラストマーの弾性率温度依存性 工学研究院 本松　大翼 岡部　弘高
·エポキシ硬化物の力学特性に及ぼす硬化剤の影響 工学研究院 亀井結衣花 田中　敬二
·有機合成における精製物の確認 工学研究院 山下　隼平 田中　敬二
·熱硬化性高分子に関する研究 工学研究院 山口　　晃 田中　敬二
·エポキシ硬化物の直接観察 工学研究院 志岐　優太 田中　敬二
·ポリビニルカテコール分子鎖の熱運動性評価 工学研究院 森田　修治 田中　敬二
·高分子試料の熱物性評価 工学研究院 川原　啓吾 田中　敬二
·複合体の機能に及ぼす界面層構造に関する研究 工学研究院 柳澤　　慧 田中　敬二
·酸無水物を用いたエポキシ硬化物の不均一性 工学研究院 鈴木康太郎 田中　敬二
·疎水性深共晶溶媒を用いたレアメタルリサイクルプロセスの開発
 工学研究院 神園　麻裕 後藤　雅宏
·炭素材料に対するポリベンズイミダゾール吸着状態の解明 工学研究院 佐伯　颯斗 藤ヶ谷剛彦
·カーボン界面制御による多孔性材料の均一吸着と結晶成長制御技術の開発
 工学研究院 田中　航慎 藤ヶ谷剛彦
·糖鎖高分子の合成 工学研究院 木付　遥子 三浦　佳子
·ポリマー固定化不斉分子触媒を用いたメカノケミカル合成 工学研究院 廣石　健人 三浦　佳子
·3Dプリンタを用いたCFRTPでのクラックアレスター機構の作成 工学研究院 川島　若菜 矢代　茂樹
·PEKK樹脂の結晶化度測定 工学研究院 平田　　慎 矢代　茂樹
·エポキシ樹脂分析 工学研究院 Cai Lianheng 貝沼　重信
·Analyzation of epoxy resin 工学研究院 Chen Lirong 貝沼　重信
·Microstructure properties of solidification-treated marine clay 工学研究院 Li　Faxin 笠間　清伸
·セメント改良土および微生物改良土の自己修復メカニズムの解明に関する研究
 工学研究院 川道　研利 笠間　清伸
·スラグ中のCO2固定量の評価 工学研究院 本郷　　健 濵中　晃弘
·BFS中のCO2固定量評価 工学研究院 河合　頼芽 濵中　晃弘
·採掘跡地における炭酸塩鉱物化の促進によるCO2貯留に関する研究
 工学研究院 鈴木　杏輔 濵中　晃弘
·陶器質材料の物性値測定 人間環境学研究院 大段　蒼真 末光　弘和
·カーボンナノチューブの完全一軸配向を目指した結晶性カーボンナノチューブ水分散液の外的因子に対する
　応答性の研究 先導物質化学研究所 児島　敬子 菊池　裕嗣
·Development of edible coatings and films for fresh produce preservation by adding essential oils

 農学研究院　　Nkede Francis Ngwane　　田中　史彦
·リグニン微粒子とキチンナノファイバーからなるオールバイオマス複合材料の開発
 農学研究院 松本　由莉 北岡　卓也
·ナノセルロースの界面触媒反応による木質模倣微粒子の創出 農学研究院 畠山真由美 北岡　卓也
·モノマー製品合成反応開発とその工業化に関する共同研究 理学研究院 Cao Yuxue 徳永　　信
·混合脂質膜の温度相挙動に関する研究 理学研究院 中本　朱音 木下　祥尚
·Hydroxypropyl methylcellulose高分子溶液のゾルゲル転移 中央分析センター  三浦　好典
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３２．示差熱熱重量同時測定装置（NEXTA STA300） （伊都地区）
·水電解における新たな反応系の構築
 カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所　　甲斐明日奈、冨﨑　真衣　　松本　広重
·Deep Eutectic Solvents for Green Extraction of Green Seaweed Cellulose

 工学研究院 Rizfi Fariz Pari 後藤　雅宏
·疎水性深共晶溶媒を用いたレアメタルリサイクルプロセスの開発
 工学研究院 神園　麻裕 後藤　雅宏
·BNNTのアジド修飾確認 工学研究院 釘本　園子 藤ヶ谷剛彦
·CNTを用いたセラノスティクス 工学研究院 吉田未夏美 藤ヶ谷剛彦
·カーボン界面制御による多孔性材料の均一吸着と結晶成長制御技術の開発
 工学研究院 田中　航慎 藤ヶ谷剛彦
·固体高分子形燃料電池の過電圧低減を可能にする導電性高分子被覆カーボン触媒の創成
 工学研究院 Wu Dan 藤ヶ谷剛彦
·窒化ホウ素ナノチューブの発光特性創出 工学研究院 西中間洋紀 藤ヶ谷剛彦
·窒化ホウ素ナノチューブの分子修飾による欠陥ドープに基づいた発光波長変調技術の開拓
 工学研究院 齊藤里桜江 藤ヶ谷剛彦
·革新的な複合材料による福島第一原子力発電所廃水からの放射性セシウム除去
 工学研究院　　Shahjalal KHANDAKER　　久場　隆広
·粘土鉱物水素吸着測定 理学研究院 武内　友理 喜岡　　新

３３．顕微レーザーラマン分光装置（ARAMIS） （伊都地区）
·Comparison analysis of a-C:H films システム情報科学研究院 小野晋次郎 古閑　一憲
·酸化物薄膜を利用した電子デバイス機能の探索 システム情報科学研究院 濵砂　　智 矢嶋　赳彬
·ウラン及びランタノイド含有ジルコニウム酸化物の熱物性評価 工学研究院 吉富　順平 稲垣八穂広
·ウラン系酸化物のレーザー加熱型無容器法による融点評価 工学研究院 浦川　星奈 稲垣八穂広
·軽水炉燃料の高度化に向けたUO2-Gd2O3およびHfO2-Gd2O3の熱物性評価
 工学研究院 光安　貫太 稲垣八穂広
·セラミックスのX線構造解析 工学研究院  吉岡　　聰
·高分子試料の顕微レーザーラマン分光測定 工学研究院 川原　啓吾 田中　敬二
·熱硬化性高分子に関する研究 工学研究院 山口　　晃 田中　敬二
·Application of new halide-based Na-ion conductors for all-solid-state batteries

 工学研究院 Huang Zheng 林　　克郎
·Laser-Assisted and Atmosphere-Controlled Process for Nitridation of Proton Conducting Oxides

 工学研究院 中田　伊吹 林　　克郎
·ヒドリドイオンの輸送と機械特性の相関の評価 工学研究院 中田　伊吹 林　　克郎
·硫化物強誘電体の物性評価 工学研究院 深田　雅斗 林　　克郎
·Na系固体電解質のイオン伝導度向上 工学研究院 前川　舞有 林　　克郎
·ウルツ鉱型構造関連強誘電体の物性評価 工学研究院 下村　優斗 赤松　寛文
·CNTを用いたセラノスティクス 工学研究院 濵野　　凌 藤ヶ谷剛彦
·sp2炭素型化学修飾によるカーボンナノチューブの電子ドーピング
 工学研究院 山口　樹希 藤ヶ谷剛彦
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·ジアゾニウム化学を用いた分子修飾による窒化ホウ素ナノチューブの発光特性制御
 工学研究院 西中間洋紀 藤ヶ谷剛彦
·局所化学修飾した単層カーボンナノチューブの近赤外発光特性 工学研究院 島　　一輝 藤ヶ谷剛彦
·CFRPの電気リサイクル 工学研究院 小林　燎平 岸田　昌浩
·熱プラズマを用いたメタンの熱分解による水素とナノ炭素材料の合成
 工学研究院 井原　歩夢 渡邉　隆行
·ダブルパルスビームを用いたSiCのフェムト秒レーザ加工についての研究
 工学研究院 武智　昭久 林　　照剛
·Cr2O3を含む溶融スラグの電気伝導率測定および構造解析 工学研究院 平野　瑠花 中島　邦彦
·腐食生成物観察 工学研究院 佐藤　俊徳 貝沼　重信
·局在プラズモンシートによる細胞接着ナノ界面の超解像度ライブセルイメージング
 先導物質化学研究所 宮脇　遥大 玉田　　薫
·ポリヨウ化物を含んだヨウ素錯体の共鳴ラマンスペクトルの測定
 総合理工学研究院 石岡　寿雄 原田　　明
·MS法による風味因子の網羅解析法の確立に関する研究 農学研究院 古賀　柚葵 田中　　充
·長野県大鹿村のダナイト中の自然鉄を含む蛇紋石脈の微細構造
 比較社会文化研究院 武田　侑也 桑原　義博
·ラマンプローブを用いた超解像顕微分光イメージング 理学研究院 坂本　　涼 平松光太郎
·岩石中の不溶性炭素の分析 理学研究院  北島富美雄

３４．顕微レーザーラマン分光測定装置（LabRAM HR Evolution VIS-NIR）
·高分子試料の顕微レーザーラマン分光測定 工学研究院 川原　啓吾 田中　敬二
·浸炭過程と鉱石改質に関する基礎研究 農学研究院 大松　貴子 椿　俊太郎
·ラマンプローブを用いた超解像顕微分光イメージング 理学研究院 坂本　　涼 平松光太郎

３５．3D 測定レーザー顕微鏡（OLS4500） （伊都地区）
·異種素材間の低温接合技術の研究 システム情報科学研究院 森友　健留 多喜川　良
·自己スパッタによるLNとSiの常温接合 システム情報科学研究院 Fan Yunhan 多喜川　良
·酸化物半導体膜のレーザーアニール システム情報科学研究院 片山　慶太 薮田　久人
·PDMS薄膜、PMMA基板の観察 工学研究院 前田　陽樹 加地　範匡
·PMMA基板の観察 工学研究院 日髙　凌央 加地　範匡
·フルオラスB12/ナフィオン複合修飾電極の作製とオンサイト地下水浄化システムの開発
 工学研究院 佐々木海斗 嶌越　　恒
·スラリーの乾燥により得られる多孔質膜構造の形成過程に関する研究
 工学研究院　　森田裕一朗、檜室　清香　　弘中　秀至
·Ag蒸着膜の膜厚測定、YBCO薄膜の凹凸の調査 工学研究院 木許　陽登 寺西　　亮
·LuBCO薄膜の膜厚調査 工学研究院 淺野　公生 寺西　　亮
·YBCO薄膜の凹凸の調査 工学研究院 藤本　大貴 寺西　　亮
·結晶性材料の微細組織観察 工学研究院 Roonie Protasius 田中　將己
·高窒素鋼の加工硬化挙動と転位組織の関係
 工学研究院　　久保翔太郎、馬　　天沢、増村　拓朗　　土山　聡宏
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·Analyzation of epoxy resin 工学研究院 Chen Lirong 貝沼　重信
·Turning behavior of abrasive water treated and abrasive blast treated speciments

 工学研究院 李　　昇岳 貝沼　重信
·鋼素地の表面粗さ測定 工学研究院 キムアラン 貝沼　重信
·ナノセルロースの界面触媒反応による木質模倣微粒子の創出 農学研究院 畠山真由美 北岡　卓也
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装置を利用した研究成果（2024年）
超伝導核磁気共鳴吸収装置
1.  H. Matsumoto, H. Hattori, M. Nagao, Y. Hoshino, Y. Miura, Continuous-Flow Asymmetric Aldol Addition Using 

Immobilized Chiral Catalyst on Organogel-Based Porous Monolith, Journal of Chemical Engineering of Japan 57 (1), 
2384402, 2024

2.  T. Sumura, M. Nagao, H. Matsumoto, T. Masuda, M. Takai, Y. Miura, Continuous-Flow Asymmetric Aldol Addition 
Using Immobilized Chiral Catalyst on Organogel-Based Porous Monolith, Biomacromolecules 25 (10), 6416-6424, 2024

3.  X. Zhou, H. Matsumoto, M. Nagao, S. Hironaka, Y. Miura, Development of Pd-immobilized porous polymer catalysts 
via Bayesian optimization, Polymer Journal, 1-8, 2024

4.  H. Matsumoto, T. Iwai, M. Sawamura, Y. Miura, Continuous-Flow Catalysis Using Phosphine-Metal Complexes on 
Porous Polymers: Designing Ligands, Pores, and Reactors, ChemPlusChem, e202400039, 2024

5.  W. Jin, M. Nagao, Y. Kumon, H. Matsumoto, Y. Hoshino, Y. Miura, Effects of Cyclic Glycopolymers Molecular 
Mobility on their Interactions with Lectins, ChemPlusChem, e202400136, 2024

6.  Y. Miura, M. Nagao, H. Matsumoto, De novo designed glycopolymer by precise polymer synthesis, Chemistry Letters 
53 (2), upad012, 2024

7.  C. JEE, H. Matsumoto, T. Horiuchi, Z. Liu, Z. Wang, K. Obayashi, K. Kojio, M. Nagao, Y. Miura, Preparation of 4D 
Hydrogel with PET-RAFT and Orthogonal Photo-reactions, RSC Applied Polymers, 2024

8.  S. Furusawa, M. Nagao, H. Matsumoto, Y. Miura, Effects of the cross-linked structures of polymer gels containing iron 
porphyrins on photoreduction of carbon dioxide, RSC Applied Polymers, 2024

9.  M. Nagao, Y. Hoshino, Y. Miura, Quantification of thermodynamic effects of carbohydrate multivalency on avidity 
using synthetic discrete glycooligomers, Chemical Communications 55(60),7021-7024, 2024

10.  M. Nagao, O. Nakahara, X. Zhou, H. Matsumoto, Y. Miura, Bayesian optimization of glycopolymer structures for the 
interaction with cholera toxin B subunit, Nanoscale 26(16),12406-12410, 2024

11.  M. Nagao, T. Masuda, M. Takai, Y. Miura, Preparation of cellular membrane-mimicking glycopolymer interfaces by a 
solvent-assisted method on QCM-D sensor chips and their molecular recognition, Journal of Materials Chemistry B 12 (7), 
1782-1787, 2024

12.  H. Matsumoto, Y. Hoshino, T. Iwai, M. Sawamura, Y. Miura, Roles of Divinylbenzene Co-Cross-Linker in a Threefold 
Cross-Linked Polystyrene-Phosphine Hybrid Monolith: Impact of Cross-Linking Degree on Catalytic Performance, 
European Journal of Organic Chemistry, e202400974. 2024

13.  A. Tokunaga, A. Shundo, R. Kuwahara, S. Yamamoto, K. Tanaka, Effect of Number Density of Epoxy Functional 
Groups on Reaction Kinetics for Epoxy Resin, Macromolecules 57 (22), 10530-10538(2024)

14.  T. Abe, S. Yamamoto, K. Tanaka, Effect of Interfacial Local Conformation of Polymer Chains on Adhesion Strength, 
Polym. Chem. 15, 4425-4432(2024)

15.  A. Shundo, N. Thao Phan, M. Aoki, A. Tokunaga, R. Kuwahara, S. Yamamoto, K. Tanaka, Exploring the Impact of 
Molecular Structure on Curing Kinetics: A Comparative Study of Diglycidyl Ether of Bisphenol A and F Epoxy Resins, J. 
Phys. Chem. B 128, 4846-4852 (2024)

16.  D. Kawaguchi, K. Sasahara, M. Inutsuka, T. Abe, S. Yamamoto, K. Tanaka, Absolute Local Conformation of 
Poly(methyl methacrylate) Chains Adsorbed on a Quartz Surface, J. Chem. Phys. 159(24), 244902 (2023)

17.  S. Hamamoto, M. Oura, A. Shundo, D. Kawaguchi, S. Yamamoto, H. Takano, M. Uesugi, A. Takeuchi, T. Iwai, Y. 
Seto, Y. Joti, K. Sato, K. Tanaka, T. Hatsui, Demonstration of Efficient Transfer Learning in Segmentation Problem in 
Synchrotron Radiation X-ray CT Data for Epoxy Resin, Sci. Technol. Adv. Mater. Meth. 3(1), 2270529(2023)

18.  S. Fukami, S. Mori, T. Harada, S. Shimizu, Far-red Fluorescence and Chiroptical Properties of Pyrrolopyrrole aza-
BODIPYs Induced by the B, O-Chelation, Chemical Communications, 60, 6170-6173, 2024

19.  Y. Kage, Y. Jiang, N. Minakuchi, S. Mori, S. Shimizu, One-Pot Synthesis of Azabora[6]helicene by a Schi Base 
Forming Reaction, Chemical Communications, 60, 3543-3546, 2024

20.  T. Shimada, T. Kaneko, Y. Notsuka, J. Kim, S. Mori, S. Shimizu, J. Kim, K. Kamada, D. Kim, Y. Yamanaka, F. Furuta, 
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M. Ishida, Molecular Design for Stable Near-Infrared-II Two-Photon Excitation Induced Photoacoustic Contrast Agents 
Based on Donor-Substituted BOIDPYs, ACS Applied Optical Materials, 2, 211-219, 2024

21.  Mahmoud Z. Basyouni*, Mohammed F. Radwan, Mohamed E. Abdu, Andrew M. Spring*, Synthesis, Characterization, 
and Optical Properties of Carbazole-Functionalized Poly(norbornene-dicarboximide) by ROMP, EVERGREEN, Vol. 11, 
Issue 01, pp207-213, March, 2024

22.  Mahmoud Z. Basyouni*, Mohamed E. Abdu, Mohammed F. Radwan, Andrew M. Spring*, From monomer to polymer: 
Controlled synthesis and comprehensive analysis of poly(p-phenylene vinylene) via ROMP, Journal of Molecular 
Structure 1310 (2024) 138001

23.  Y. Miura, The conformational properties of alamethicin in ethanol studied by NMR. Eur. Biophys. J. 53(5-6), 267-276 
(2024)

Ｘ線回折装置
1.  Y. Wang, K. Zhang, M. Hirose, J. Matsuno, M. Tanaka, T. Watanabe, Synthesis of ternary titanium-niobium nitride 

nanoparticles by induction thermal plasma, Japanese Journal of Applied Physics ,63, (9), 09SP04-09SP04, 2024.9.2
2.  K. Zhang, M. Hirose, Y. Wang, J. Matsuno, M. Tanaka and T. Watanabe, Synthesis of Tantalum Nitride Nanoparticles 

by Induction Thermal Plasma, The Proceedings of 2024 IEEE International Conference on Plasma Science (ICOPS), pp. 
1-1, 2024.6

3. H. Nogami, M. Hirose, Y. Takemoto, J. Matsuno, M. Tanaka and T. Watanabe, Synthesis of transition metal nitride 
nanoparticles by DC arc based on the nitridation mechanism, The Proceedings of 2024 IEEE International Conference 
on Plasma Science (ICOPS), pp. 1-1, 2024.6

4.  M. Hirose, K. Yamashita, J. Matsuno, M. Tanaka and T. Watanabe, Synthesis of Tungsten-Tantalum Alloy 
Nanoparticles by Induction Thermal Plasma, The Proceedings of 2024 IEEE International Conference on Plasma Science 
(ICOPS), pp. 1-1, 2024.6

5. Y. Taninouchi, K. Sunagawa, Toru H. Okabe, and H. Nakano, Iron Chloride Vapor Treatment for Leaching Platinum 
Group Metals from Spent Catalysts, Journal of Sustainable Metallurgy, published online (2024)

6.  Y. Taninouchi, R. Fujii, K. Sunagawa, Toru H. Okabe, and H. Nakano, High-Temperature Chlorination of Rhodium 
Using Alkali-Metal and Alkaline-Earth-Metal Chlorides, Metallurgical and Materials Transactions B, published online 
(2024)

7.  L. Cai, M. Yang, S. Kainuma, et al. Chloride-induced durability deterioration mechanism at interface between CFRP 
and pitting-corroded steel with optimized surface preparation [J]. Construction and Building Materials, 2024

8.  C. Liu, Y. Kurokawa, N. Hashimoto, T. Tanaka, H. Yuasa, Biquadratic magnetic coupling effect in CoPt/Cr/Fe90Co10 
orthogonal structures, Jpn. J. Appl. Phys. 63, 02SP32 (2024).

9.  Yuichiro Kurokawa, Keisuke Yamada, and Hiromi Yuasa, Inkjet-Printed Flexible Spin Seebeck Thermopile Device for 
Low-Cost Spintronics Device Fabrication, Adv. Eng. Mater. 2023 2301069 (2023).

10.  Y. Tanaka, Q. Li, M. Hatakeyama, T. Kitaoka, Synthesis and structural design of microspheres comprising cellulose 
nanofibers and artificial lignin polymer by enzyme-mediated Pickering emulsion templating., RSC Sustainability, 2(5), 
(2024) 1580-1589.

11.  R. Kai, M. Hatakeyama, S. Iwamoto, T. Kitaoka, Primary human mesenchymal stem cell culture under xeno-free 
conditions using surface-modified cellulose nanofiber scaffolds., Carbohydrate Polymers , 343, (2024) 122479.

12.  R. Hatase, Q. Li, M. Hatakeyama, T. Kitaoka, Direct activation of Toll-like receptor 2 signaling stimulated by contact with 
the interfacial structures of chitin nanofibers, International Journal of Biological Macromolecules, 284(2), (2025) 138092.

蛍光 X 線分析装置
1.  S. Furusawa, M. Nagao, H. Matsumoto, Y. Miura, Effects of the cross-linked structures of polymer gels containing iron 

porphyrins on photoreduction of carbon dioxide, RSC Applied Polymers, 2024
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2.  A. Hamanaka, T. Sasaoka, H. Shimada, S. Matsumoto, G. J. Kusuma, M. C. N. Deni, Mitigation of Acid Mine 
Drainage Using Blended Waste Rock in Near-Equatorial Climates—Geochemical Analysis and Column Leaching Tests, 
physchem, Vol.4, No.4, pp.470-482, 2024

3.  A. Nakano, Effect of sand minerals on microbially induced carbonate precipitation by denitrification. Chemosphere, 
363, 142890. 2024

4.  Da He, Ryo Sakai, Koji Saito, Toru Kato, Chika Kosugi, Hyeonseok Yi, Takaaki Shimohara, Koji Nakabayashi, Seong-
Ho Yoon, Jin Miyawaki, Facile elimination of alkali and alkaline earth metals from marine biomass-derived carbon for 
comparative analysis of chemical composition with standard coal and coke. Carbon, vol. 216, 118570, 2024

5.  Da He, Koji Saito, Toru Kato, Chika Kosugi, Takaaki Shimohara, Koji Nakabayashi, Seong-Ho Yoon, Jin Miyawaki, 
Unveiling the hidden intrinsic porosity of marine biomass-derived carbon: Eliminating pore-blocking minerals. Carbon 
Reports, vol.3(1), 18-28, 2024

X 線分析顕微鏡
1.  U. Michibata, M. Maruyama, Y. Tanaka, M. Yoshimura, Hiroshi Y. Yoshikawa, K. Takano, Y. Furukawa, K. Momma, R. 

Tajiri, K. Taguchi, S. Hamamoto, A. Okada, K. Kohri, T. Yasui, S. Usami, M. Imanishi, and Y. Mori, Calcium phosphate 
controls nucleation and growth of calcium oxalate crystal phases in kidney stones, Biomedical Research (Tokyo), vol.45-
3, 103-113, 2024

2.  U. Michibata, M. Maruyama, Y. Tanaka, M. Yoshimura, Hiroshi Y. Yoshikawa, K. Takano, Y. Furukawa, K. Momma, 
R. Tajiri, K. Taguchi, S. Hamamoto, A. Okada, K. Kohri, T. Yasui, S. Usami, M. Imanishi, Y. Mori, The impact of crystal 
phase transition on the hardness and structure of kidney stones, Urolithiasis, vol.52-57, 1-12, 2024

走査型電子顕微鏡
1.  H. Matsumoto, H. Hattori, M. Nagao, Y. Hoshino, Y. Miura, Continuous-Flow Asymmetric Aldol Addition Using 

Immobilized Chiral Catalyst on Organogel-Based Porous Monolith, Journal of Chemical Engineering of Japan 57 (1), 
2384402, 2024

2.  X. Zhou, H. Matsumoto, M. Nagao, S. Hironaka, Y. Miura, Development of Pd-immobilized porous polymer catalysts 
via Bayesian optimization, Polymer Journal, 1-8, 2024

3.  H. Matsumoto, T. Iwai, M. Sawamura, Y. Miura, Continuous-Flow Catalysis Using Phosphine-Metal Complexes on 
Porous Polymers: Designing Ligands, Pores, and Reactors, ChemPlusChem, e202400039, 2024

4.  C. JEE, H. Matsumoto, T. Horiuchi, Z. Liu, Z. Wang, K. Obayashi, K. Kojio, M. Nagao, Y. Miura, Preparation of 4D 
Hydrogel with PET-RAFT and Orthogonal Photo-reactions, RSC Applied Polymers, 2024

5.  S. Furusawa, M. Nagao, H. Matsumoto, Y. Miura, Effects of the cross-linked structures of polymer gels containing iron 
porphyrins on photoreduction of carbon dioxide, RSC Applied Polymers, 2024

6.  H. Matsumoto, Y. Hoshino, T. Iwai, M. Sawamura, Y. Miura, Roles of Divinylbenzene Co-Cross-Linker in a Threefold 
Cross-Linked Polystyrene-Phosphine Hybrid Monolith: Impact of Cross-Linking Degree on Catalytic Performance, 
European Journal of Organic Chemistry, e202400974. 2024

7.  B. Chen, S. Hamada, T. Kato, T. Makino, H. Noguchi, Quantitative assessment of compression fatigue history effect 
on the subsequent tension fatigue limit of strain localized material. International Journal of Fatigue 2025; 191: 108682

8.  P. Ren, S. Hamada, D. Itoh, T. Makino, H. Noguchi, Fatigue crack extension mechanism and mode-type analyses 
of martensitic steels for proposing fatigue strength evaluation method: Example of 18% Ni BCC martensitic steel. 
Theoretical and Applied Fracture Mechanics 2024; 133: 104594

9.  L. Cai, M. Yang, S. Kainuma, et al. Investigation on bonding behavior between CFRP patch and corrosion-damaged 
steel associated with surface preparation techniques [J]. Construction and Building Materials, 2024

10.  L. Cai, M. Yang, S. Kainuma, et al. Chloride-induced durability deterioration mechanism at interface between CFRP 
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and pitting-corroded steel with optimized surface preparation [J]. Construction and Building Materials, 2024
11.  M. Inaba, S. Seike, Y. Chen, S. Ichiki, Y. Kubota, S. Ohmagari, M. Nakano, J. Suehiro, Effect of electrically aligned 

polycrystalline diamond flakes on the through-plane thermal conductivity of heat conduction sheets, Func. Diam. 4(1) 
2423643 (Nov. 2024).

12.  M. Inaba, Y. Chen, S. Seike, J. Hirotani, M. Nakano, J. Suehiro, Effect of the gravitational force on electrical alignment 
of diamond filler particles in polydimethylsiloxane-based heat-conduction sheets, Diam. Relat. Mater., 146, 111246 (June 
2024).

13.  M. Inaba, K. Yagi, N. Asano, H. Omachi, M. Nakano, J. Suehiro, NO2 gas response and recovery properties of 
ambipolar CNT-FETs with various CNT/CNT junctions, AIP Adv., 14, 035140 (March 2024).

14.  A. Nakano, Effect of sand minerals on microbially induced carbonate precipitation by denitrification. Chemosphere, 
363, 142890. 2024

15.  A. Nakano, Sand improvement by microbially induced carbonate precipitation with casein micelles. Géotechnique 
Letters, 94-99. 2024

16.  S. Gao, M. Tuda, Silica and selenium nanoparticles attract or repel scale insects by altering physicochemical leaf traits. 
Plants 13, 952. 2024

17.  S. Iwase, M.  Tuda, Y. Sugawara, K. Fukuda, JR. Miksanek, M. Watanabe, Negative phototaxis of jumping cocooned 
parasitoid wasp larvae against short wavelengths and physicochemical properties of the cocoon shell. Scientific Reports 
13, 9562. 2023

18.  Y. Tanaka, Q. Li, M. Hatakeyama, T. Kitaoka, Synthesis and structural design of microspheres comprising cellulose 
nanofibers and artificial lignin polymer by enzyme-mediated Pickering emulsion templating., RSC Sustainability, 2(5), 
(2024) 1580-1589.

熱分析装置
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中央分析センター業務記録
（自令和６年１月１日～至令和６年12月31日）

（1）　中央分析センター運営委員会

　　　令和６年２月５日（月）（書面回議）

　　　令和６年２月９日（金）（書面回議）

　　　令和６年３月26日（火）（書面回議）

　　　令和６年５月８日（水）（書面回議）

　　　令和６年８月７日（水）（書面回議）

　　　令和６年11月13日（水）（オンライン会議）

　　　令和６年11月14日（木）（書面回議）

（2）中央分析センター委員会

　　　令和６年２月21日（水）（書面回議）

　　　令和６年４月３日（水）（書面回議）

　　　令和６年４月25日（木）（書面回議）

　　　令和６年５月15日（水）（書面回議）

　　　令和６年８月26日（月）（書面回議）

　　　令和６年10月18日（金）（オンライン会議）

　　　令和６年11月27日（水）（書面回議）

（3）センター報告及びセンターニュースの発行

　　中央分析センター報告41号、中央分析センターニュースVol. 43 No.1、No.2を発行しました。

（4）令和６年度国立大学法人機器・分析センター協議会

　　この会議が令和６年10月11日（金）新潟大学にて開催されました。

（5）第 27 回九州・山口地区機器・分析センター会議

　　この会議が令和６年11月22日（金）山口大学にて開催されました。
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（6）講習会、ワークショップの開催
行　　　事　　　名 開催日 場　　　　　所

Ｘ線光電子分光装置講習会① R6.1.29 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会② R6.4.17 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会③ R6.4.18 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会④ R6.6.20 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会⑤ R6.7.16 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会⑥ R6.7.26 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会⑦ R6.8.21 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会⑧ R6.9.10 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会⑨ R6.9.26 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会⑩ R6.10.9 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会⑪ R6.11.8 九州大学中央分析センター 102 号室
Ｘ線光電子分光装置講習会⑫ R6.11.28 九州大学中央分析センター 102 号室
走査プローブ顕微鏡個別講習会① R6.1.31 中央分析センター伊都分室 204 号室
走査プローブ顕微鏡個別講習会② R6.11.28 中央分析センター伊都分室 204 号室
SEM（IT700HR）個別講習会① R6.1.17 中央分析センター伊都分室 101 号室
SEM（IT700HR）個別講習会② R6.1.24 中央分析センター伊都分室 101 号室
SEM（IT700HR）個別講習会③ R6.5.27 中央分析センター伊都分室 101 号室
SEM（IT700HR）個別講習会④ R6.10.16 中央分析センター伊都分室 101 号室
SEM（IT700HR）個別講習会⑤ R6.11.18 中央分析センター伊都分室 101 号室
SEM（IT700HR）個別講習会⑥ R6.12.20 中央分析センター伊都分室 101 号室
第 42 回ワークショップ R6.1.25-1.26 伊都キャンパス各研究室（訪問型）
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